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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】改善された内視鏡再処理方法およびシステムの
提供を行う。
【解決手段】バルーン内視鏡を再処理するための方法で
あって、バルーン内視鏡のバルーンをその臨床的使用に
続いて負圧状態に収縮させるステップと、その後で、バ
ルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バ
ルーンの内部を負圧状態に維持するステップとを含む、
方法。再処理方法は、更に自動化された洗浄、滅菌、漏
れ検査のステップを含むことが好ましい。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バルーン内視鏡のバルーンをその臨床的使用に続いて負圧状態に収縮させるステップと
、その後で
　前記バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間前記バルーンの内部を負圧
状態に維持するステップと
を含む、バルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項２】
　前記再処理が、洗浄するステップを含み、
　前記バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間前記バルーンの前記内部を
負圧状態に維持する前記ステップが、前記洗浄するステップのうちの少なくとも一部の間
前記バルーンの前記内部を負圧状態に維持するステップを含む、
請求項１に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項３】
　前記洗浄するステップが、少なくとも自動化された洗浄をするステップを含み、
　前記バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間前記バルーンの前記内部を
負圧状態に維持する前記ステップが、前記自動化された洗浄をするステップのうちの少な
くとも一部の間前記バルーンの前記内部を負圧状態に維持するステップを含む、
請求項２に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項４】
　前記再処理が、殺菌するステップを含み、
　前記バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間前記バルーンの前記内部を
負圧状態に維持する前記ステップが、前記殺菌するステップのうちの少なくとも一部の間
前記バルーンの前記内部を負圧状態に維持するステップを含む、
請求項１から３のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項５】
　前記洗浄するステップが、少なくとも自動化された殺菌をするステップを含み、
　前記バルーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間前記バルーンの前記内部を負
圧状態に維持する前記ステップが、前記自動化された殺菌をするステップのうちの少なく
とも一部の間前記バルーンの前記内部を負圧状態に維持するステップを含む、
請求項４に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項６】
　前記バルーンの前記内部と前記バルーン内視鏡の内部容積との間に流体連通が存在し、
　前記バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間前記バルーンの前記内部を
負圧状態に維持する前記ステップが、前記再処理のうちの少なくとも一部の間前記バルー
ン内視鏡の前記内部容積を負圧状態に維持するステップを含む、
請求項１から５のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項７】
　常時閉の漏れ検査ポートが、前記バルーン内視鏡と流体連通して設けられ、
　前記再処理のうちの少なくとも一部の間前記バルーン内視鏡の前記内部容積を負圧状態
に維持する前記ステップが、前記漏れ検査ポートを通じて前記バルーン内視鏡の前記内部
容積を収縮させるステップを含む、
請求項６に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項８】
　前記漏れ検査ポートを通じて前記バルーン内視鏡の前記内部容積を収縮させる前記ステ
ップが、
　負圧デバイスを前記漏れ検査ポートに連結し、前記負圧デバイスを作動させて、前記内
視鏡の前記内部容積に真空を印加するステップと、
　その後で、前記常時閉の漏れ検査ポートを前記負圧ポンプから分離するステップと、
　前記常時閉の漏れ検査ポートにより、前記バルーン内視鏡の前記内部容積における負圧
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状態を維持するステップと
を含む、請求項７に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項９】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、前記再処理中に引
き起こされる温度上昇にかかわらず前記バルーンの収縮を維持するのに十分な負圧まで前
記バルーンを収縮させるステップを含む、請求項１から８のいずれか一項に記載のバルー
ン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１０】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、－５ｍｂａｒから
－３００ｍｂａｒの範囲内の負圧まで前記バルーンを収縮させるステップを含む、請求項
１から９のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１１】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、－１００ｍｂａｒ
から－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧まで前記バルーンを収縮させるステップを含む、請
求項１から１０のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１２】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、－１５０ｍｂａｒ
よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させるステップを含む、請求項１から１１のいず
れか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１３】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、再処理中に経時的
に変化する負圧閾値よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させるステップを含む、請求
項１から１２のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１４】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、前記再処理中に前
記バルーン内視鏡の温度の関数として変化する負圧閾値よりも低い負圧まで前記バルーン
を収縮させるステップを含む、請求項１から１３のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡
を再処理するための方法。
【請求項１５】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、前記再処理の前ま
たは前記再処理中の特定の時点において測定された前記バルーン内部の負圧の関数として
変化する負圧閾値よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させるステップを含む、請求項
１から１４のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１６】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、負圧閾値ＰＴ（ｔ
）よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させるステップを含み、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力である
、
請求項１から１５のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１７】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる前記ステップが、負圧閾値ＰＴ（ｔ
）よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させるステップを含み、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
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　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力であり
、
　Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である、
請求項１から１６のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１８】
　Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、ＴｔおよびＴ０は、ケルビン度で測定され
、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単位で測定され
る、請求項１７に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１９】
　Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）であり、式中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である、
請求項１７または１８に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項２０】
　Ｋが、毎秒０．０１～０．２０ｍｂａｒの範囲内である、請求項１９に記載のバルーン
内視鏡を再処理するための方法。
【請求項２１】
　Ｋが、毎秒０．０２～０．１０ｍｂａｒの範囲内である、請求項１９に記載のバルーン
内視鏡を再処理するための方法。
【請求項２２】
　内部容積を有するバルーン、および前記バルーンの前記内部容積と連通する弁を含むバ
ルーン内視鏡と、
　前記弁を介して前記バルーンの前記内部容積と連通し、かつ、前記内部容積を負圧状態
にさせる働きをする、バルーン収縮制御機能と、
　前記バルーンの前記内部容積が負圧状態に維持されているときに前記バルーン内視鏡を
受け入れて洗浄および殺菌のうちの少なくとも一方を行うためのバルーン内視鏡再処理機
能と
を含む、バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２３】
　前記バルーン内視鏡再処理機能が、自動内視鏡再処理機能を含む、請求項２２に記載の
バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２４】
　前記バルーンの前記内部と前記バルーン内視鏡の内部容積との間に流体連通が存在し、
　前記バルーン内視鏡の前記内部容積が、前記バルーン内視鏡再処理機能により前記再処
理のうちの少なくとも一部の間負圧状態に維持される、
請求項２２または２３に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２５】
　前記弁が、前記バルーン内視鏡の前記内部容積と流体連通する常時閉の漏れ検査ポート
を含み、
　前記バルーン収縮制御機能が、前記漏れ検査ポートを通じて前記バルーン内視鏡の前記
内部容積を収縮させることにより、前記再処理のうちの少なくとも一部の間前記バルーン
内視鏡の前記内部容積を前記負圧状態に維持する、
請求項２４に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２６】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に引き起こされる温度上昇にかかわらず前
記バルーンの収縮を維持するのに十分な負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、
請求項２４または２５に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２７】
　前記バルーン収縮制御機能が、－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２４から２６のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項２８】
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　前記バルーン収縮制御機能が、－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧
まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２４から２７のいずれか一項に記載の
バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２９】
　前記バルーン収縮制御機能が、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧まで前記バルーンを収
縮させる働きをする、請求項２４から２８のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理
システム。
【請求項３０】
　前記バルーン収縮制御機能が、再処理中に経時的に変化する負圧閾値よりも低い負圧ま
で前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２４から２９のいずれか一項に記載のバ
ルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３１】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に前記バルーン内視鏡の温度の関数として
変化する負圧閾値よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２４
から３０のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３２】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理の前または前記再処理中の特定の時点におい
て測定された前記バルーン内部の負圧の関数として変化する負圧閾値よりも低い負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２４から３１のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項３３】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力である
、
請求項２４から３２のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３４】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力であり
、
　Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である、
請求項２４から３３のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３５】
　Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、ＴｔおよびＴ０は、ケルビン度で測定され
、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単位で測定され
る、請求項３４に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３６】
　Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）であり、式中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である、
請求項３４または３５に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３７】
　Ｋが、毎秒０．０１～０．２０の範囲内である、請求項３６に記載のバルーン内視鏡再
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処理システム。
【請求項３８】
　Ｋが、毎秒０．０２～０．１０の範囲内である、請求項３６に記載のバルーン内視鏡再
処理システム。
【請求項３９】
　バルーン内視鏡を受け入れて洗浄および殺菌のうちの少なくとも一方を行うための自動
バルーン内視鏡再処理機能と、
　前記自動バルーン内視鏡再処理機能の動作のうちの少なくとも一部の間前記バルーンの
内部容積を負圧状態に維持する働きをするバルーン収縮制御機能と
を含む、バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４０】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記自動バルーン内視鏡再処理機能の前記動作の全てに
おいて前記バルーンの前記内部を負圧状態に維持する働きをする、請求項３９に記載のバ
ルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４１】
　前記バルーンの前記内部と前記バルーン内視鏡の内部容積との間に流体連通が存在し、
　前記バルーン内視鏡の前記内部容積が、前記バルーン内視鏡再処理機能により前記再処
理のうちの少なくとも一部の間負圧状態に維持される、
請求項３９または４０に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４２】
　前記弁が、前記バルーン内視鏡の前記内部容積と流体連通する常時閉の漏れ検査ポート
を含み、
　前記バルーン収縮制御機能が、前記漏れ検査ポートを通じて前記バルーン内視鏡の前記
内部容積を収縮させることにより、前記再処理のうちの少なくとも一部の間前記バルーン
内視鏡の前記内部容積を前記負圧状態に維持する、
請求項４１に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４３】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に引き起こされる温度上昇にかかわらず前
記バルーンの収縮を維持するのに十分な負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、
請求項４１または４２に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４４】
　前記バルーン収縮制御機能が、－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項４１から４３のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項４５】
　前記バルーン収縮制御機能が、－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧
まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項４１から４４のいずれか一項に記載の
バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４６】
　前記バルーン収縮制御機能が、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧まで前記バルーンを収
縮させる働きをする、請求項４１から４５のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理
システム。
【請求項４７】
　前記バルーン収縮制御機能が、再処理中に経時的に変化する負圧閾値よりも低い負圧ま
で前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項４１から４５のいずれか一項に記載のバ
ルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４８】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に前記バルーン内視鏡の温度の関数として
変化する負圧閾値よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項４１
から４７のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
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【請求項４９】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理の前または前記再処理中の特定の時点におい
て測定された前記バルーン内部の負圧の関数として変化する負圧閾値よりも低い負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項４１から４８のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項５０】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力である
、
請求項４１から４９のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項５１】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力であり
、
　Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である、
請求項４１から５０のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項５２】
　Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、ＴｔおよびＴ０は、ケルビン度で測定され
、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単位で測定され
る、請求項５１に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項５３】
　Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）であり、式中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である、
請求項５１または５２に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項５４】
　Ｋが、毎秒０．０１～０．２０ｍｂａｒの範囲内である、請求項５３に記載のバルーン
内視鏡再処理システム。
【請求項５５】
　Ｋが、毎秒０．０２～０．１０ｍｂａｒの範囲内である、請求項５３に記載のバルーン
内視鏡再処理システム。
【請求項５６】
　再処理中に負圧下での前記バルーン内視鏡における漏れを検出する働きをする負圧漏れ
検査機能をも含む、請求項２２から５５のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理シ
ステム。
【請求項５７】
　前記負圧漏れ検査機能が、負圧下での前記内視鏡における漏れを検知するために内視鏡
の漏れ検査ポートに連結されるように構成され、かつ、前記負圧漏れ検査機能の動作に応
答して前記内視鏡における漏れの有無を表示する働きをするインジケータを含む、請求項
５６に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項５８】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記再処理中の複数の時点において漏れを検知する働きをす
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る、請求項５６または５７に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項５９】
　前記複数の時点が、周期的に現れる、請求項５８に記載のバルーン内視鏡再処理システ
ム。
【請求項６０】
　前記複数の時点が、相次いで即時に現れる、請求項５８に記載のバルーン内視鏡再処理
システム。
【請求項６１】
　非バルーン内視鏡再処理機能をも含む、請求項２２から６０のいずれか一項に記載のバ
ルーン内視鏡再処理システム。
【請求項６２】
　バルーン内視鏡の再処理に適した機能または非バルーン内視鏡の再処理に適した機能を
オペレータが選択することを可能にするオペレータ選択インタフェースをも含む、請求項
６１に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項６３】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記内視鏡の前記内部容積が漏れ検査が行われていないとき
の再処理中の前記内視鏡の前記内部容積の負圧とは異なる負圧であるときに漏れ検査を実
行する働きをする、請求項５９から６２のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理シ
ステム。
【請求項６４】
　前記漏れ検査中の前記内視鏡の前記内部容積の前記負圧が、漏れ検査が行われていない
ときの再処理中の前記内視鏡の前記内部容積の前記負圧よりも強い真空である、請求項６
３に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項６５】
　漏れ検査ポートを有する内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバイスであって、
　内視鏡の漏れ検査ポートに連結されて負圧下での前記内視鏡の漏れを検知するように構
成された負圧漏れ検査機能と、
　前記負圧漏れ検査機能の動作に応答して前記内視鏡における漏れの有無を表示する働き
をするインジケータと
を含む、内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバイス。
【請求項６６】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記負圧が－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内であ
るときに前記漏れ検査を実行する働きをする、請求項６５に記載の内視鏡とともに使用す
るための漏れ検査デバイス。
【請求項６７】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記負圧が－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内
であるときに前記漏れ検査を実行する働きをする、請求項６５に記載の内視鏡とともに使
用するための漏れ検査デバイス。
【請求項６８】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記負圧が－１５０ｍｂａｒよりも低いときに前記漏れ検査
を実行する働きをする、請求項６５に記載の内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバ
イス。
【請求項６９】
　内部容積を有するバルーン内視鏡の再処理に併せて使用するのに適し、少なくとも１回
の漏れ検査の後で前記バルーン内視鏡の再処理に適した負圧を前記バルーン内視鏡の前記
内部容積内に確立する働きをする負圧確立機能をも含む、請求項６５から６８のいずれか
一項に記載の内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバイス。
【請求項７０】
　正圧漏れ検査機能をも含む、請求項６５から６９のいずれか一項に記載の内視鏡ととも
に使用するための漏れ検査デバイス。
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【請求項７１】
　前記正圧漏れ検査機能が、漏れ検査中の経時的な内視鏡バルーンの膨張からもたらされ
る誤った漏れの表示を排除するための機能を含む、請求項７０に記載の内視鏡とともに使
用するための漏れ検査デバイス。
【請求項７２】
　自動的なバルーン内視鏡／非バルーン内視鏡検知機能をも含む、請求項６５～７１のい
ずれか一項に記載の内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバイス。
【請求項７３】
　前記漏れ検査デバイスがバルーン内視鏡に接続されているのか非バルーン内視鏡に接続
されているのかに応じて前記漏れ検査デバイスに異なる動作をさせるためのコンピュータ
化された制御装置をも含む、請求項７２に記載の内視鏡とともに使用するための漏れ検査
デバイス。
【請求項７４】
　漏れ検査ポートを有する内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法であって、
　負圧漏れ検査機能を内視鏡の内部容積に連結するステップと、
　前記負圧漏れ検査機能を用いて負圧下での前記内視鏡における漏れを検知するステップ
と、
　前記負圧漏れ検査機能の動作に応答して前記内視鏡における漏れの有無を表示するステ
ップと
を含む、内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法。
【請求項７５】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記負圧が－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒであるときに
前記漏れ検査を実行する働きをする、請求項７４に記載の内視鏡とともに使用するための
漏れ検査方法。
【請求項７６】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記負圧が－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒであると
きに前記漏れ検査を実行する働きをする、請求項７４に記載の内視鏡とともに使用するた
めの漏れ検査方法。
【請求項７７】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記負圧が－１５０ｍｂａｒよりも低いときに前記漏れ検査
を実行する働きをする、請求項７４に記載の内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法
。
【請求項７８】
　内部容積を有するバルーン内視鏡の再処理に併せて使用するのに適し、少なくとも１回
の漏れ検査の後で前記バルーン内視鏡の再処理に適した負圧を前記バルーン内視鏡の前記
内部容積内に確立するステップをも含む、請求項７４から７７のいずれか一項に記載の内
視鏡とともに使用するための漏れ検査方法。
【請求項７９】
　正圧漏れ検査をするステップをも含む、請求項７４から７８のいずれか一項に記載の内
視鏡とともに使用するための漏れ検査方法。
【請求項８０】
　前記正圧漏れ検査をするステップが、漏れ検査中の経時的な内視鏡バルーンの膨張から
もたらされる誤った漏れ表示を排除するステップを含む、請求項７９に記載の内視鏡とと
もに使用するための漏れ検査方法。
【請求項８１】
　バルーン内視鏡または非バルーン内視鏡への接続を自動的に検知するステップをも含む
、請求項７４から８０のいずれか一項に記載の内視鏡とともに使用するための漏れ検査方
法。
【請求項８２】
　前記漏れ検査デバイスがバルーン内視鏡に接続されているのか非バルーン内視鏡に接続
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されているのかに応じて前記漏れ検査デバイスに異なる動作をさせるステップをも含む、
請求項８１に記載の内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法。
【請求項８３】
　再処理中の非バルーン内視鏡の漏れ検査ポートに加圧ガスが供給される第１の非バルー
ン内視鏡再処理モードと、バルーン内視鏡の漏れ検査ポートに加圧ガスが供給されない第
２のバルーン内視鏡再処理モードとを有するデュアルモード漏れ検査ポート接続機能を備
える、内視鏡再処理システム。
【請求項８４】
　加圧ガスの供給源を有する、バルーン内視鏡の再処理に適さない従来の自動再処理機械
とともに使用するための改良された自動バルーン内視鏡再処理システムであって、
　再処理前バルーン内視鏡バルーン収縮検証機構と、
　前記バルーン内視鏡の前記漏れ検査ポートが加圧ガスの供給源と加圧ガス連通していな
い間は前記従来の自動再処理機械の通常動作を可能にする、バルーン内視鏡再処理可能化
機構と
を含む、改良された自動バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項８５】
　加圧ガスの供給源を有する、バルーン内視鏡の再処理に適さない従来の自動再処理機械
とともに使用するための改良された自動バルーン内視鏡再処理システムであって、
　再処理前バルーン内視鏡バルーン収縮検証機構と、
　他の場合には前記従来の自動再処理機械の通常動作を可能としながらもバルーン内視鏡
の漏れ検査ポートを介した前記バルーン内視鏡のバルーンの膨張を防止する働きをする再
処理中バルーン内視鏡漏れ検査ポート膨張防止機構と
を含む、改良された自動バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項８６】
　漏れ検査ポート連結器と、
　前記漏れ検査ポート連結器を介して内視鏡の漏れ検査ポートに負圧を印加するように構
成された、コンピュータ化された負圧印加器と、
　前記漏れ検査ポートが負圧下にあるときの前記内視鏡の前記漏れ検査ポートにおける経
時的な圧力の変化を検知するように構成された、コンピュータ化された圧力センサと
を含む、内視鏡漏れ検査デバイス。
【請求項８７】
　漏れ検査ポート連結器と、
　前記漏れ検査ポート連結器を介して異なる時点で内視鏡の漏れ検査ポートに正圧および
負圧を印加するように構成された、コンピュータ化された圧力印加器と、
　前記漏れ検査ポートが正圧下にあるときと前記漏れ検査ポートが負圧下にあるときの両
方の時点で前記内視鏡の前記漏れ検査ポートにおける経時的な圧力の変化を検知するよう
に構成された、コンピュータ化された圧力センサと
を含む、内視鏡漏れ検査デバイス。
【請求項８８】
　正圧源と、
　負圧源と、
　異なる時点で内視鏡の漏れ検査ポートに前記正圧源からの正圧および負圧源からの負圧
を印加するように構成された、コンピュータ化された圧力制御装置と、
　前記漏れ検査ポートが正圧下にあるときと前記漏れ検査ポートが負圧下にあるときの両
方の時点で前記内視鏡の前記漏れ検査ポートにおける経時的な圧力の変化を検知するよう
に構成された、コンピュータ化された圧力センサと
を含む、内視鏡漏れ検査デバイス。
【請求項８９】
　再処理される内視鏡を受け入れるように構成された内視鏡再処理チャンバと、
　前記内視鏡再処理チャンバに再処理材料の流れを提供する働きをする流体供給サブシス
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テムと、
　前記再処理される内視鏡の漏れ検査ポートに接続するように構成された漏れ検査サブシ
ステムであって、前記内視鏡の負圧漏れ検査を実現するための負圧漏れ検査機能を有する
漏れ検査サブシステムと
を含む、自動内視鏡再処理装置。
【請求項９０】
　前記流体供給サブシステムおよび前記漏れ検査サブシステムの動作の相対的なタイミン
グを調整するコンピュータ化された制御装置をも含む、請求項８９に記載の自動内視鏡再
処理装置。
【請求項９１】
　前記流体供給サブシステムが、前記再処理装置の動作のうちの少なくとも１つの段階中
に前記内視鏡再処理チャンバに流体を高温で提供し、
　前記コンピュータ化された制御装置が、前記再処理装置の動作のうちの少なくとも１つ
の段階中に前記内視鏡の内部容積が少なくとも所定の負圧にあることを確実にする、
請求項９０に記載の自動内視鏡再処理装置。
【請求項９２】
　前記コンピュータ化された制御装置が、バルーン内視鏡再処理モードならびに非バルー
ン内視鏡処理モードにおいて、前記流体供給システムおよび前記漏れ検査サブシステムの
前記動作を選択的に管理する働きをする、請求項９１に記載の自動内視鏡再処理装置。
【請求項９３】
　前記コンピュータ化された制御装置が、前記バルーン内視鏡再処理モードにおいて、前
記バルーン内視鏡が減圧された状態にありそれにより前記バルーン内視鏡のバルーンが収
縮した状態にある間にのみ漏れ検査を実行する働きをする、請求項９２に記載の自動内視
鏡再処理装置。
【請求項９４】
　前記コンピュータ化された制御装置が、前記バルーン内視鏡再処理モードにおいて、前
記バルーン内視鏡が減圧された状態にありそれにより前記バルーン内視鏡のバルーンが収
縮した状態にある間にのみ再処理を実行する働きをする、請求項９２または９３に記載の
自動内視鏡再処理装置。
【請求項９５】
　内視鏡内部容積を有し、かつ、バルーン内部容積を有するバルーンを含み、前記内視鏡
内部容積および前記バルーン内部容積が通常は少なくとも１つの開口部を介して流体連通
するバルーン内視鏡を再処理するための方法であって、前記バルーン内視鏡の再処理のう
ちの少なくとも一部の間前記少なくとも１つの開口部を密閉するステップを含む、バルー
ン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項９６】
　前記密閉するステップが、前記少なくとも１つの開口部を機械的に密閉するステップに
よって行われる、請求項９５に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項９７】
　前記密閉するステップが、前記内視鏡内部容積に真空を印加するステップによって行わ
れ、それにより前記バルーンが前記少なくとも１つの開口部との密閉係合にしっかりと保
持される、請求項９６に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項９８】
　前記バルーンが、前記バルーン内視鏡の外側シース上に取り付けられ、前記密閉するス
テップが、前記少なくとも１つの開口部の周りで円周方向に前記バルーンを前記外側シー
スに押し付けてそれにより前記少なくとも１つの開口部を密閉する働きをする外部クリッ
プを適用するステップによって行われる、請求項９６に記載のバルーン内視鏡を再処理す
るための方法。
【請求項９９】
　前記バルーンが、前記バルーン内視鏡の外側シース上に取り付けられ、前記密閉するス
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テップが、前記少なくとも１つの開口部を閉塞しそれにより前記少なくとも１つの開口部
を密閉してそこを通る流体の流れを妨げる働きをする機械式密閉要素を適用するステップ
によって行われる、請求項９６に記載のバルーン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１００】
　前記機械式密閉要素が、前記バルーンの内部に配置される、請求項９９に記載のバルー
ン内視鏡を再処理するための方法。
【請求項１０１】
　内視鏡内部容積を有するバルーン内視鏡であって、
　前記バルーン内視鏡の外側シース上に封止可能に取り付けられ、かつ、バルーン内部容
積を有するバルーンと、
　前記バルーンの下で前記外側シースに配置され、かつ、通常は前記内視鏡内部容積と前
記バルーン内部容積との間の流体連通を提供する少なくとも１つの開口部と、
　前記バルーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間前記少なくとも１つの開口部
を密閉する働きをする密閉要素と
を含む、バルーン内視鏡。
【請求項１０２】
　前記密閉要素が、前記少なくとも１つの開口部の周りで円周方向に前記バルーンを前記
外側シースに押し付けてそれにより前記少なくとも１つの開口部を密閉する働きをする外
部クリップを含む、請求項１０１に記載のバルーン内視鏡。
【請求項１０３】
　前記密閉要素が、前記少なくとも１つの開口部を閉塞しそれにより前記少なくとも１つ
の開口部を密閉してそこを通る流体の流れを妨げる働きをする機械式密閉要素を含む、請
求項１０１に記載のバルーン内視鏡。
【請求項１０４】
　前記機械式密閉要素が、前記バルーンの内部に配置される、請求項１０３に記載のバル
ーン内視鏡。
【請求項１０５】
　再使用のためにバルーン内視鏡を準備するための方法であって、
　バルーン内視鏡のバルーンをその臨床的使用に続いて正圧状態に膨張させるステップと
、
　前記バルーンが前記正圧状態にあるときに前記バルーンを洗浄するステップと、
　その後で、バルーン内視鏡の前記バルーンを負圧状態に収縮させるステップと、
　その後で、前記バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間前記バルーンの
内部を負圧状態に維持しながら、前記バルーン内視鏡を再処理するステップと
を含む、方法。
【請求項１０６】
　前記バルーンを前記負圧状態に収縮させるステップの前に、
　前記バルーンをその臨床的使用に続いて正圧状態に膨張させるステップと、
　前記バルーンが前記正圧状態にあるときに前記バルーンを洗浄するステップと
をさらに含む、請求項１から２１のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　２０１３年５月２１日に出願され「ＥＮＤＯＳＣＯＰＥ　ＲＥＰＲＯＣＥＳＳＩＮＧ　
ＡＳＳＥＭＢＬＹ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ」と題された米国特許仮出願第６１／８５５
，６８８号、および、２０１３年１１月６日に出願され「ＥＮＤＯＳＣＯＰＩＣ　ＲＥＰ
ＲＯＣＥＳＳＩＮＧ　ＳＹＳＴＥＭ　ＵＴＩＬＩＺＩＮＧ　ＮＥＧＡＴＩＶＥ　ＡＩＲ　
ＰＲＥＳＳＵＲＥ」と題された米国特許仮出願第６１／９６２，３８３号が参照され、そ
れらの開示は参照により本明細書に援用され、それらの優先権は３７ＣＦＲ１．７８（ａ
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）（４）および（５）（ｉ）に従って本明細書より主張される。
【０００２】
　本出願に関連すると考えられる、以下の本出願人の公開されたＰＣＴ特許出願も参照さ
れ、それらの内容は参照により本明細書に援用される：
　ＷＯ２００５／０７４３７７、ＷＯ２００７／０１７８５４、ＷＯ２００７／１３５６
６５、ＷＯ２００８／００４２２８、ＷＯ２００８／１４２６８５、ＷＯ２００９／１２
２３９５、ＷＯ２０１０／０４６８９１、ＷＯ２０１０／１３７０２５、ＷＯ２０１１／
１１１０４０、およびＷＯ２０１４／０６８５６９。
【０００３】
　本発明は、内視鏡再処理システムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００４】
　様々な内視鏡再処理システムおよび方法が知られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、改善された内視鏡再処理方法およびシステムの提供を試みる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　したがって、本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン内視鏡を再処理するため
の方法が提供され、この方法は、バルーン内視鏡のバルーンをその臨床的使用に続いて負
圧状態に収縮させるステップと、その後で前述のバルーン内視鏡を再処理するうちの少な
くとも一部の間バルーンの内部を負圧状態に維持するステップとを含む。
【０００７】
　再処理は、洗浄するステップを含み、バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一
部の間バルーンの内部を負圧状態に維持するステップは、洗浄するステップのうちの少な
くとも一部の間バルーンの内部を負圧状態に維持するステップを含むことが好ましい。さ
らに、洗浄するステップは、少なくとも自動化された洗浄をするステップを含み、バルー
ン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バルーンの内部を負圧状態に維持するス
テップは、自動化された洗浄をするステップのうちの少なくとも一部の間バルーンの内部
を負圧状態に維持するステップを含む。
【０００８】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、再処理は、殺菌するステップを含み、バルーン
内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バルーンを負圧状態に維持するステップは
、殺菌するステップのうちの少なくとも一部の間バルーンの内部を負圧状態に維持するス
テップを含む。洗浄するステップは、少なくとも自動化された殺菌をするステップを含み
、バルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バルーンの内部を負圧状態に維
持するステップは、自動化された殺菌をするステップのうちの少なくとも一部の間バルー
ンの内部を負圧状態に維持するステップを含むことが好ましい。
【０００９】
　バルーンの内部とバルーン内視鏡の内部容積との間に流体連通が存在し、バルーン内視
鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バルーンの内部を負圧状態に維持するステップ
は、再処理のうちの少なくとも一部の間バルーン内視鏡の内部容積を負圧状態に維持する
ステップを含むことが好ましい。
【００１０】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、常時閉の漏れ検査ポートが、バルーン内視鏡と
流体連通して設けられ、再処理のうちの少なくとも一部の間バルーン内視鏡の内部容積を
負圧状態に維持するステップは、漏れ検査ポートを通じてバルーン内視鏡の内部容積を収
縮させるステップを含む。さらに、漏れ検査ポートを通じてバルーン内視鏡の内部容積を
収縮させるステップは、負圧デバイスを漏れ検査ポートに連結し、負圧デバイスを作動さ
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せて、内視鏡の内部容積に真空を印加するステップと、その後で、常時閉の漏れ検査ポー
トを負圧ポンプから分離するステップと、常時閉の漏れ検査ポートによりバルーン内視鏡
の内部容積内の負圧を維持するステップとを含む。
【００１１】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮さ
せるステップは、再処理中に引き起こされる温度上昇にかかわらずバルーンの収縮を維持
するのに十分な負圧までバルーンを収縮させるステップを含む。バルーン内視鏡のバルー
ンを負圧状態に収縮させるステップは、－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の負
圧までバルーンを収縮させるステップを含むことが好ましい。バルーン内視鏡のバルーン
を負圧状態に収縮させるステップは、－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の
負圧までバルーンを収縮させるステップを含むことがより好ましい。本発明の好ましい一
実施形態によれば、バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させるステップは、－１
５０ｍｂａｒよりも低い負圧までバルーンを収縮させるステップを含む。
【００１２】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させるステップは、再処理中に経時的に変
化する負圧閾値よりも低い負圧までバルーンを収縮させるステップを含むことが好ましい
。それに加えて、または代替として、バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させる
ステップは、再処理中にバルーン内視鏡の温度の関数として変化する負圧閾値よりも低い
負圧までバルーン収縮させるステップを含む。代替として、またはそれに加えて、バルー
ン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させるステップは、再処理の前または再処理中の特
定の時点において測定されたバルーン内部の負圧の関数として変化する負圧閾値よりも低
い負圧までバルーンを収縮させるステップを含む。
【００１３】
　バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させるステップは、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よ
りも低い負圧までバルーンを収縮させるステップを含むことが好ましく、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、Ｔｔは、時点ｔにおける内視鏡の温度であり、Ｔ０は、初期時点ｔ０に
おける内視鏡の温度であり、Ｐ０は、初期時点ｔ０における内視鏡のバルーンの内部の圧
力である。
【００１４】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮さ
せるステップは、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧までバルーンを収縮させるステップ
を含み、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、Ｔｔは、時点ｔにおける内視鏡の温度であり、Ｔ０は、初期時点ｔ０に
おける内視鏡の温度であり、Ｐ０は、初期時点ｔ０における内視鏡のバルーンの内部の圧
力であり、Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である。
【００１５】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、Ｔ
ｔおよびＴ０は、ケルビン度で測定され、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧
力よりも高い絶対圧力の単位で測定される。それに加えて、または代替として、Ｆ２＝Ｋ
・（ｔ－ｔ０）であり、式中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である。Ｋは、毎秒
０．０１～０．２０ｍｂａｒの範囲内であることが好ましい。Ｋは、毎秒０．０２～０．
１０ｍｂａｒの範囲内であることがより好ましい。
【００１６】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン内視鏡を再処理するための方法はまた
、バルーンを負圧状態に収縮させるステップの前に、以下のステップ、すなわち、バルー
ンをその臨床的使用に続いて正圧状態に膨張させるステップと、バルーンが正圧状態にあ
るときにバルーンを洗浄するステップとを含む。
【００１７】
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　本発明の別の好ましい実施形態によれば、内部容積を有するバルーン、およびバルーン
の内部容積と連通する弁を含むバルーン内視鏡と、弁を介してバルーンの内部容積と連通
し、かつ、内部容積を負圧状態にさせる働きをするバルーン収縮制御機能と、バルーンの
内部容積が負圧状態に維持されているときにバルーン内視鏡を受け入れて洗浄および殺菌
のうちの少なくとも一方を行うためのバルーン内視鏡再処理機能とを含むバルーン内視鏡
再処理システムも提供される。
【００１８】
　バルーン内視鏡再処理機能は、自動内視鏡再処理機能を含むことが好ましい。
【００１９】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーンの内部とバルーン内視鏡の内部容積と
の間に流体連通が存在し、バルーン内視鏡の内部容積は、バルーン内視鏡再処理機能によ
り、再処理のうちの少なくとも一部の間、負圧状態に維持される。さらに、弁は、バルー
ン内視鏡の内部容積と流体連通する常時閉の漏れ検査ポートを含み、バルーン収縮制御機
能は、漏れ検査ポートを通じてバルーン内視鏡の内部容積を収縮させることにより、再処
理のうちの少なくとも一部の間、バルーン内視鏡の内部容積を負圧状態に維持する。
【００２０】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御機能は、再処理中に引き起こ
される温度上昇にかかわらずバルーンの収縮を維持するのに十分な負圧までバルーンを収
縮させる働きをする。バルーン収縮制御機能は、－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範
囲内の負圧までバルーンを収縮させる働きをすることが好ましい。バルーン収縮制御機能
は、－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧までバルーンを収縮させる働
きをすることがより好ましい。本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御
機能は、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをする。
【００２１】
　バルーン収縮制御機能は、再処理中に経時的に変化する負圧閾値よりも低い負圧までバ
ルーンを収縮させる働きをすることが好ましい。それに加えて、または代替として、バル
ーン収縮制御機能は、再処理中にバルーン内視鏡の温度の関数として変化する負圧閾値よ
りも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをする。代替として、またはそれに加えて、
バルーン収縮制御機能は、再処理の前または再処理中の特定の時点において測定されたバ
ルーン内部の負圧の関数として変化する負圧閾値よりも低い負圧までバルーンを収縮させ
る働きをする。
【００２２】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御機能は、負圧閾値ＰＴ（ｔ）
よりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、Ｔｔは、時点ｔにおける内視鏡の温度であり、Ｔ０は、初期時点ｔ０に
おける内視鏡の温度であり、Ｐ０は、初期時点ｔ０における内視鏡のバルーンの内部の圧
力である。
【００２３】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御機能は、負圧閾値ＰＴ（ｔ）
よりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをし、ここで、
ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、Ｔｔは、時点ｔにおける内視鏡の温度であり、Ｔ０は、初期時点ｔ０に
おける内視鏡の温度であり、Ｐ０は、初期時点ｔ０における内視鏡のバルーンの内部の圧
力であり、Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である。
【００２４】
　好ましくは、Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、ＴｔおよびＴ０は、ケルビン
度で測定され、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単
位で測定される。それに加えて、または代替として、Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）であり、式
中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である。Ｋは、毎秒０．０１～０．２０ｍｂａ



(16) JP 2019-134956 A 2019.8.15

10

20

30

40

50

ｒの範囲内であることが好ましい。Ｋは、毎秒０．０２～０．１０ｍｂａｒの範囲内であ
ることがより好ましい。
【００２５】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態によれば、バルーン内視鏡を受け入れて洗浄およ
び殺菌のうちの少なくとも一方を行うための自動バルーン内視鏡再処理機能と、自動バル
ーン内視鏡再処理機能の動作のうちの少なくとも一部の間バルーンの内部容積を負圧状態
に維持する働きをするバルーン収縮制御機能とを含む、バルーン内視鏡再処理システムが
さらに提供される。
【００２６】
　バルーン収縮制御機能は、自動バルーン内視鏡再処理機能の動作の全てにおいてバルー
ンの内部を負圧状態に維持する働きをすることが好ましい。
【００２７】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーンの内部とバルーン内視鏡の内部容積と
の間に流体連通が存在し、バルーン内視鏡の内部容積は、バルーン内視鏡再処理機能によ
り、再処理のうちの少なくとも一部の間、負圧状態に維持される。さらに、弁は、バルー
ン内視鏡の内部容積と流体連通する常時閉の漏れ検査ポートを含み、バルーン収縮制御機
能は、漏れ検査ポートを通じてバルーン内視鏡の内部容積を収縮させることにより、再処
理のうちの少なくとも一部の間、バルーン内視鏡の内部容積を負圧状態に維持する。
【００２８】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御機能は、再処理中に引き起こ
される温度上昇にかかわらずバルーンの収縮を維持するのに十分な負圧までバルーンを収
縮させる働きをする。バルーン収縮制御機能は、－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範
囲内の負圧までバルーンを収縮させる働きをすることが好ましい。バルーン収縮制御機能
は、－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧までバルーンを収縮させる働
きをすることがより好ましい。本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御
機能は、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをする。
【００２９】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御機能は、再処理中に経時的に
変化する負圧閾値よりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをする。それに加えて、
または代替として、バルーン収縮制御機能は、再処理中にバルーン内視鏡の温度の関数と
して変化する負圧閾値よりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをする。代替として
、またはそれに加えて、バルーン収縮制御機能は、再処理の前または再処理中の特定の時
点において測定されたバルーン内部の負圧の関数として変化する負圧閾値よりも低い負圧
までバルーンを収縮させる働きをする。
【００３０】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御機能は、負圧閾値ＰＴ（ｔ）
よりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、Ｔｔは、時点ｔにおける内視鏡の温度であり、Ｔ０は、初期時点ｔ０に
おける内視鏡の温度であり、Ｐ０は、初期時点ｔ０における内視鏡のバルーンの内部の圧
力である。
【００３１】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン収縮制御機能は、負圧閾値ＰＴ（ｔ）
よりも低い負圧までバルーンを収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、Ｔｔは、時点ｔにおける内視鏡の温度であり、Ｔ０は、初期時点ｔ０に
おける内視鏡の温度であり、Ｐ０は、初期時点ｔ０における内視鏡のバルーンの内部の圧
力であり、Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である。
【００３２】
　好ましくは、Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、ＴｔおよびＴ０は、ケルビン
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度で測定され、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単
位で測定される。それに加えて、または代替として、Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）であり、式
中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である。Ｋは、毎秒０．０１～０．２０ｍｂａ
ｒの範囲内であることが好ましい。Ｋは、毎秒０．０２～０．１０ｍｂａｒの範囲内であ
ることがより好ましい。
【００３３】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン内視鏡再処理システムはまた、再処理
中に負圧下でのバルーン内視鏡における漏れを検出する働きをする負圧漏れ検査機能を含
む。
【００３４】
　負圧漏れ検査機能は、負圧下での内視鏡における漏れを検知するために内視鏡の漏れ検
査ポートに連結されるように構成され、かつ、負圧漏れ検査機能の動作に応答して内視鏡
における漏れの有無を表示する働きをするインジケータを含むことが好ましい。それに加
えて、または代替として、負圧漏れ検査機能は、再処理中の複数の時点において漏れを検
知する働きをする。本発明の好ましい一実施形態によれば、複数の時点は、周期的に現れ
る。あるいは、複数の時点は、相次いで即時に現れる。
【００３５】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、バルーン内視鏡再処理システムはまた、非バル
ーン内視鏡再処理機能を含む。
【００３６】
　バルーン内視鏡再処理システムはまた、バルーン内視鏡の再処理に適した機能または非
バルーン内視鏡の再処理に適した機能をオペレータが選択することを可能にする、オペレ
ータ選択インタフェースを含むことが好ましい。
【００３７】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、負圧漏れ検査機能は、内視鏡の内部容積が漏れ
検査が行われていないときの再処理中の内視鏡の内部容積の負圧とは異なる負圧であると
きに漏れ検査を実行する働きをする。さらに、漏れ検査中の内視鏡の内部容積の負圧は、
漏れ検査が行われていないときの再処理中の内視鏡の内部容積の負圧よりも強い真空であ
る。
【００３８】
　本発明のなおも別の好ましい実施形態によれば、漏れ検査ポートを有する内視鏡ととも
に使用するための漏れ検査デバイスがさらに提供され、この漏れ検査デバイスは、内視鏡
の漏れ検査ポートに連結されて負圧下での内視鏡における漏れを検知するように構成され
た負圧漏れ検査機能と、負圧漏れ検査機能の動作に応答して内視鏡における漏れの有無を
表示する働きをするインジケータとを含む。
【００３９】
　負圧漏れ検査機能は、負圧が－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内であるときに
漏れ検査を実行する働きをすることが好ましい。負圧漏れ検査機能は、負圧が－１００ｍ
ｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内であるときに漏れ検査を実行する働きをすることが
より好ましい。本発明の好ましい一実施形態によれば、負圧漏れ検査機能は、負圧が－１
５０ｍｂａｒよりも低いときに漏れ検査を実行する働きをする。
【００４０】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバイ
スは、内部容積を有するバルーン内視鏡の再処理に併せて使用するのに適し、デバイスは
また、少なくとも１回の漏れ検査の後でバルーン内視鏡の再処理に適した負圧をバルーン
内視鏡の内部容積内に確立する働きをする負圧確立機能を含む。
【００４１】
　内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバイスはまた、正圧漏れ検査機能を含むこと
が好ましい。さらに、正圧漏れ検査機能は、漏れ検査中の経時的な内視鏡バルーンの膨張
からもたらされる誤った漏れの表示を排除するための機能を含む。



(18) JP 2019-134956 A 2019.8.15

10

20

30

40

50

【００４２】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、内視鏡とともに使用するための漏れ検査デバイ
スはまた、自動的なバルーン内視鏡／非バルーン内視鏡検知機能を含む。さらに、内視鏡
とともに使用するための漏れ検査デバイスはまた、漏れ検査デバイスがバルーン内視鏡に
接続されているのか非バルーン内視鏡に接続されているのかに応じて漏れ検査デバイスに
異なる動作をさせるためのコンピュータ化された制御装置を含む。
【００４３】
　本発明の別の好ましい実施形態によれば、漏れ検査ポートを有する内視鏡とともに使用
するための漏れ検査方法がさらに提供され、この方法は、負圧漏れ検査機能を内視鏡の内
部容積に連結するステップと、負圧漏れ検査機能を用いて負圧下での内視鏡における漏れ
を検知するステップと、負圧漏れ検査機能の動作に応答して内視鏡における漏れの有無を
表示するステップとを含む。
【００４４】
　負圧漏れ検査機能は、負圧が－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内であるときに
漏れ検査を実行する働きをすることが好ましい。負圧漏れ検査機能は、負圧が－１００ｍ
ｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内であるときに漏れ検査を実行する働きをすることが
より好ましい。本発明の好ましい一実施形態によれば、負圧漏れ検査機能は、負圧が－１
５０ｍｂａｒよりも低いときに漏れ検査を実行する働きをする。
【００４５】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、内部容積を有するバルーン内視鏡の再処理に併
せて使用するのに適した、内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法はまた、少なくと
も１回の漏れ検査を実行した後でバルーン内視鏡の再処理に適した負圧をバルーン内視鏡
の内部容積内に確立するステップを含む。
【００４６】
　内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法はまた、正圧漏れ検査を含むことが好まし
い。さらに、正圧漏れ検査は、漏れ検査中の経時的な内視鏡バルーンの膨張からもたらさ
れる誤った漏れ表示を排除するステップを含む。
【００４７】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法は
また、バルーン内視鏡または非バルーン内視鏡への接続を自動的に検知するステップを含
む。さらに、内視鏡とともに使用するための漏れ検査方法はまた、漏れ検査デバイスがバ
ルーン内視鏡に接続されているのか非バルーン内視鏡に接続されているのかに応じて漏れ
検査デバイスに異なる動作をさせるステップを含む。
【００４８】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態によれば、デュアルモード漏れ検査ポート接続機
能を有する内視鏡再処理システムも提供され、デュアルモード漏れ検査ポート接続機能は
、再処理中の非バルーン内視鏡の漏れ検査ポートに加圧ガスが供給される第１の非バルー
ン内視鏡再処理モードと、バルーン内視鏡の漏れ検査ポートに加圧ガスが供給されない第
２のバルーン内視鏡再処理モードとを有する。
【００４９】
　本発明のなおも別の好ましい実施形態によれば、加圧ガスの供給源を有する、バルーン
内視鏡の再処理に適さない従来の自動再処理機械とともに使用するための改良された自動
バルーン内視鏡再処理システムがさらに提供され、この改良されたシステムは、再処理前
バルーン内視鏡収縮検証機構と、バルーン内視鏡の漏れ検査ポートが加圧ガスの供給源と
加圧ガス連通していない間は従来の自動再処理機械の通常動作を可能にする、バルーン内
視鏡再処理可能化機構とを含む。
【００５０】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態によれば、加圧ガスの供給源を有する、バルーン
内視鏡の再処理に適さない従来の自動再処理機械とともに使用するための改良された自動
バルーン内視鏡再処理システムがさらに提供され、この改良されたシステムは、再処理前
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バルーン内視鏡バルーン収縮検証機構と、他の場合には従来の自動再処理機械の通常動作
を可能としながらもバルーン内視鏡の漏れ検査ポートを介したバルーン内視鏡のバルーン
の膨張を防止する働きをする再処理中バルーン内視鏡漏れ検査ポート膨張防止機構とを含
む。
【００５１】
　本発明の別の好ましい実施形態によれば、漏れ検査ポート連結器と、漏れ検査ポート連
結器を介して内視鏡の漏れ検査ポートに負圧を印加するように構成された、コンピュータ
化された負圧印加器と、漏れ検査ポートが負圧下にあるときの内視鏡の漏れ検査ポートに
おける経時的な圧力の変化を検知するように構成された、コンピュータ化された圧力セン
サとを含む内視鏡漏れ検査デバイスがなおもさらに提供される。
【００５２】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態によれば、漏れ検査ポート連結器と、漏れ検査ポ
ート連結器を介して異なる時点で内視鏡の漏れ検査ポートに正圧および負圧を印加するよ
うに構成された、コンピュータ化された圧力印加器と、漏れ検査ポートが正圧下にあると
きと漏れ検査ポートが負圧下にあるときの両方の時点で内視鏡の漏れ検査ポートにおける
経時的な圧力の変化を検知するように構成された、コンピュータ化された圧力センサとを
含む内視鏡漏れ検査デバイスも提供される。
【００５３】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態によれば、正圧源と、負圧源と、異なる時点で内
視鏡の漏れ検査ポートに正圧源からの正圧および負圧源からの負圧を印加するように構成
された、コンピュータ化された圧力制御装置と、漏れ検査ポートが正圧下にあるときと漏
れ検査ポートが負圧下にあるときの両方の時点で内視鏡の漏れ検査ポートにおける経時的
な圧力の変化を検知するように構成されたコンピュータ化された圧力センサとを含む内視
鏡漏れ検査デバイスがさらに提供される。
【００５４】
　本発明のさらに別の好ましい実施形態によれば、再処理される内視鏡を受け入れるよう
に構成された内視鏡再処理チャンバと、内視鏡再処理チャンバに再処理材料の流れを提供
する働きをする流体供給サブシステムと、再処理される内視鏡の漏れ検査ポートに接続す
るように構成された漏れ検査サブシステムであって、内視鏡の負圧漏れ検査を実現するた
めの負圧漏れ検査機能を有する漏れ検査サブシステムとを含む自動内視鏡再処理装置がな
おもさらに提供される。
【００５５】
　自動内視鏡再処理装置はまた、流体供給サブシステムおよび漏れ検査サブシステムの動
作の相対的なタイミングを調整するコンピュータ化された制御装置を含むことが好ましい
。
【００５６】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、流体供給サブシステムは、再処理装置の動作の
うちの少なくとも１つの段階中に内視鏡再処理チャンバに流体を高温で提供し、コンピュ
ータ化された制御装置は、再処理装置の動作のうちの先の少なくとも１つの段階中に内視
鏡の内部容積が少なくとも所定の負圧にあることを確実にする。さらに、コンピュータ化
された制御装置は、バルーン内視鏡再処理モードならびに非バルーン内視鏡処理モードに
おいて、流体供給システムおよび漏れ検査サブシステムの動作を選択的に管理する働きを
する。コンピュータ化された制御装置は、バルーン内視鏡再処理モードにおいて、バルー
ン内視鏡が減圧された状態にありそれによりバルーン内視鏡のバルーンが収縮した状態に
ある間にのみ漏れ検査を実行する働きをすることが好ましい。それに加えて、または代替
として、コンピュータ化された制御装置は、バルーン内視鏡再処理モードにおいて、バル
ーン内視鏡が減圧された状態にありそれによりバルーン内視鏡のバルーンが収縮した状態
にある間にのみ再処理を実行する働きをする。
【００５７】
　本発明のなおも別の好ましい実施形態によれば、内視鏡内部容積を有し、かつ、バルー
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ン内部容積を有するバルーンを含み、内視鏡内部容積およびバルーン内部容積が通常は少
なくとも１つの開口部を介して流体連通するバルーン内視鏡を再処理する方法がなおもさ
らに提供され、この方法は、バルーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間少なく
とも１つの開口部を密閉するステップを含む。
【００５８】
　密閉するステップは、少なくとも１つの開口部を機械的に密閉するステップによって行
われることが好ましい。さらに、密閉するステップは、内視鏡内部容積に真空を印加する
ステップによって行われ、それによりバルーンが少なくとも１つの開口部との密閉係合に
しっかりと保持される。好ましくは、バルーンは、バルーン内視鏡の外側シース上に取り
付けられ、密閉するステップは、少なくとも１つの開口部の周りで円周方向にバルーンを
外側シースに押し付けてそれにより少なくとも１つの開口部を密閉する働きをする外部ク
リップを適用するステップによって行われる。密閉するステップは、少なくとも１つの開
口部を閉塞しそれにより少なくとも１つの開口部を密閉してそこを通る流体の流れを妨げ
る働きをする機械式密閉要素を適用するステップによって行われることがより好ましい。
機械式密閉要素は、バルーンの内部に配置されることがさらに好ましい。
【００５９】
　本発明のなおも別の好ましい実施形態によれば、内視鏡内部容積を有するバルーン内視
鏡であって、バルーン内視鏡の外側シース上に封止可能に取り付けられ、かつ、バルーン
内部容積を有するバルーンと、バルーンの下で外側シースに配置されかつ通常は内視鏡内
部容積とバルーン内部容積との間の流体連通を提供する少なくとも１つの開口部と、バル
ーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間少なくとも１つの開口部を密閉する働き
をする密閉要素とを含むバルーン内視鏡がなおもさらに提供される。密閉要素は、少なく
とも１つの開口部の周りで円周方向にバルーンを外側シースに押し付けてそれにより少な
くとも１つの開口部を密閉する働きをする外部クリップを含むことが好ましい。あるいは
、密閉要素は、少なくとも１つの開口部を閉塞しそれにより少なくとも１つの開口部を密
閉してそこを通る流体の流れを妨げる働きをする機械式密閉要素を含む。機械式密閉要素
は、前述のバルーンの内部に配置されることが好ましい。
【００６０】
　本発明の別の好ましい実施形態によれば、再使用のためにバルーン内視鏡を準備する方
法がさらに提供され、この方法は、バルーン内視鏡のバルーンをその臨床的使用に続いて
正圧状態に膨張させるステップと、バルーンが正圧状態にあるときにバルーンを洗浄する
ステップと、その後でバルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させるステップと、そ
の後でバルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バルーンの内部を負圧状態
に維持しながら、バルーン内視鏡を再処理するステップとを含む。
【００６１】
　本発明は、図面と併せ以下に詳細に説明することからより完全に理解されかつ明らかに
なるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１Ａ】本発明の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図で
ある。
【図１Ｂ】本発明の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図で
ある。
【図１Ｃ】本発明の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図で
ある。
【図１Ｄ】本発明の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図で
ある。
【図２】図１Ｂに示されたステップのうちの１つのステップの詳細の簡易化した図である
。
【図３】図１Ａおよび１Ｂの再処理方法の一実施形態で有用な漏れ検査器の簡易化したブ
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ロック図である。
【図４Ａ】本発明の一実施形態による図３の漏れ検査器の動作の簡易化した流れ図の一部
分の図である。
【図４Ｂ】本発明の一実施形態による図３の漏れ検査器の動作の簡易化した流れ図の一部
分の図である。
【図４Ｃ】本発明の一実施形態による図３の漏れ検査器の動作の簡易化した流れ図の一部
分の図である。
【図５Ａ】本発明の別の実施形態による図３の漏れ検査器の動作の簡易化した流れ図の一
部分の図である。
【図５Ｂ】本発明の別の実施形態による図３の漏れ検査器の動作の簡易化した流れ図の一
部分の図である。
【図６】本発明の好ましい一実施形態に従って構成されかつ実施される自動再処理システ
ムの簡易化したシステムブロック図である。
【図７Ａ】本発明の一実施形態による図６の再処理システムの動作の簡易化した流れ図の
一部分の図である。
【図７Ｂ】本発明の一実施形態による図６の再処理システムの動作の簡易化した流れ図の
一部分の図である。
【図８Ａ】本発明の別の実施形態による図６の再処理システムの動作の簡易化した流れ図
の一部分の図である。
【図８Ｂ】本発明の別の実施形態による図６の再処理システムの動作の簡易化した流れ図
の一部分の図である。
【図８Ｃ】本発明の別の実施形態による図６の再処理システムの動作の簡易化した流れ図
の一部分の図である。
【図９Ａ】本発明の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図で
ある。
【図９Ｂ】本発明の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００６３】
　本明細書においては、そうでないと明確に示されていない限り、負圧または真空は以下
において、周囲の圧力、通常は大気の圧力よりも低い圧力として定義される。したがって
、真空の減少は、絶対圧力の増大を意味し、これは周囲圧力よりも低いままである。より
具体的には、より高い負圧とは、より弱い真空を意味し、所与の圧力閾値よりも低い負圧
とは、その絶対値（ゼロ圧力を上回る）において所与の圧力閾値よりも低い圧力を意味す
る。
【００６４】
　次に、本発明の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図であ
る図１Ａ～１Ｄと、図１Ｄに示されたステップのうちの１つのステップの詳細の簡易化し
た図である図２とを参照する。
【００６５】
　図１Ａ～２に見られるように、バルーン内視鏡のための再処理方法が提供され、この方
法は、
　バルーン内視鏡のバルーンをその臨床的使用に続いて負圧状態に収縮させるステップと
、その後で、
　前述のバルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バルーンの内部を負圧状
態に維持するステップと
を含むことを特に特徴とする。
【００６６】
　通常は少なくとも１つの開口部を介して流体連通するバルーン内部容積と内視鏡内部容
積とを有するバルーン内視鏡を再処理するための方法も提供され、この方法は、バルーン
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内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間少なくとも１つの開口部を密閉するステップ
を含む。
【００６７】
　図１Ａは、内視鏡検査室内で行われるステップを示す。図１Ａに示されるステップＡは
、結腸内視鏡検査などの内視鏡的処置に続いて患者の身体から除去された後の、１０　Ｈ
ａｙｅｔｓｉｒａ　ｓｔｒｅｅｔ、Ｒａａｎａｎａ　４３６６３、ＩｓｒａｅｌのＳｍａ
ｒｔ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓから市販されているモデルＧ－ＥＹＥ（商標）３
８９０ｉ結腸内視鏡などのバルーン内視鏡１００を示す。この段階では、バルーン内視鏡
１００のバルーンは、膨張している場合もあれば収縮している場合もある。
【００６８】
　内視鏡的処置中ならびにそのすぐ後のステップＡおよびＢにおいて、バルーン内視鏡１
００は、Ｒａａｎａｎａ、ＩｓｒａｅｌのＳｍａｒｔ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ
から市販されているＳＰＡＲＫ２Ｃ膨張システムなどの膨張／収縮システム１０２に動作
可能に接続される。具体的には、可撓性膨張／収縮チューブ１０４が、その一方の端部に
おいては拡大部Ａに見られるようにバルーン内視鏡１００の常時閉の漏れ検査ポート１０
６に封止可能に接続され、その反対側の端部においては膨張／収縮システム１０２の膨張
／収縮チューブ接続ポート１０８に封止可能に接続される。
【００６９】
　さらに図１Ａに見られるように、バルーン内視鏡１００は、その前方部分にバルーン１
１０を含み、バルーン１１０は、バルーン内視鏡１００の外側シース１１２上に封止可能
に取り付けられている。バルーン１１０の内部容積１１３が、内視鏡１００の外側シース
１１２に形成された少なくとも１つの開口部１１６を介して、通常はバルーン内視鏡１０
０の内部容積１１４と流体連通する。したがって、バルーン１１０は、全体で膨張／収縮
システム１０２とバルーン１１０の内部容積１１３との間に連続的な流体連通経路を形成
している可撓性膨張／収縮チューブ１０４、漏れ検査ポート１０６、バルーン内視鏡１０
０の内部容積１１４、および少なくとも１つの開口部１１６を介して、膨張／収縮システ
ム１０２によって膨張されかつ収縮され得ることが理解される。
【００７０】
　外側シース１１２の内側のバルーン内視鏡１００の容積は、光学および照明のバンドル
、電子装置、操縦ワイヤ、機器チャネル、ならびに他の適切な構成要素などの、それを通
過する様々な導管ならびにチャネル（図示せず）を含み得ることが理解される。膨張／収
縮空気が、そのような導管およびチャネルに占有されていない外側シース１１２に対する
内側の容積である内部容積１１４を通って自由に流れることができることが理解される。
【００７１】
　図１Ａに示されるステップＢにおいて、拡大部Ｂに見られるように内視鏡１００のバル
ーン１１０がまだ完全には収縮されていない場合、オペレータが膨張／収縮システム１０
２の膨張／収縮制御ユニット１１８の収縮制御ボタン１１７を押して、膨張／収縮システ
ム１０２にバルーン１１０を完全に収縮させることが分かる。
【００７２】
　本発明の一実施形態の特有の特徴は、拡大部Ｃに示されるように、バルーン１１０の収
縮が、バルーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間、内視鏡１００の外側シース
１１２に形成された少なくとも１つの開口部１１６の密閉をもたらすことであり、この開
口部は、通常はバルーン１１０の内部容積１１３と内視鏡１００の内部容積１１４との間
の流体連通を提供する。これは、再処理中に何らかの形で外部からバルーン１１０の内部
容積１１３に入る可能性のあるいかなる再処理流体も内視鏡の内部容積１１４には入らな
いことを確実とするために重要である。
【００７３】
　バルーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間のそのような少なくとも１つの開
口部１１６の密閉は、バルーン１１０の収縮によって実現されるのでない場合には、少な
くとも１つの開口部１１６を閉塞してそこを通る流体の流れを妨げる機械式密閉要素また
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はシャッタなどによって実現され得ることが理解される。そのような機械式密閉要素また
はシャッタは、外側シース１１２および／もしくはバルーン１１０の外側または内側のど
ちらにでも配置され得ることがさらに理解される。
【００７４】
　図１Ｂは、外部クリップ１２０による開口部１１６の機械的な密閉を示し、この外部ク
リップ１２０は、少なくとも１つの開口部１１６の周りで円周方向にバルーン１１０を外
側シース１１２に押し付けて、それにより少なくとも１つの開口部１１６を密閉してそこ
を通る流体の流れを遮断する働きをする。図１ＢのステップＡは、バルーン１１０および
外側シース１１２と係合する働きをする前の外部クリップ１２０を示し、図１Ｂのステッ
プＢは、開口部１１６の周りでバルーン１１０および外側シース１１２と係合してそれに
より開口部１１６を密閉するように圧迫する働きをしているクリップ１２０を示す。
【００７５】
　図１Ｃは、内視鏡１００の一部を形成しかつ少なくとも１つの開口部１１６に近接して
またバルーン１１０の内側に配置された機械式シャッタ１２２による、少なくとも１つの
開口部１１６の機械的な密閉を示す。図１Ｃの例では、機械式シャッタ１２２は、少なく
とも１つの開口部１１６の周りでまたその上で外側シース１１２を取り囲む、長円形シャ
ッタ開口部１２４が形成された円形バンドの形状を成す。シャッタ開口部１２４の寸法は
、少なくとも１つの開口部１１６の寸法よりも大きいことが好ましい。
【００７６】
　図１Ｃに示されるステップＡにおいて、機械式シャッタ１２２は、非密閉配向をとり、
この配向では、シャッタ開口部１２４は、開口部１１６上に位置決めされ、それにより流
体が内視鏡１００の臨床的使用での規定通りに開口部１１６を通って流れるのを可能とす
る。図１ＣのステップＢは、シャッタ開口部１２４を開口部１１６に対して径方向にずら
してシャッタ１２２により開口部１１６を密閉するために、柔軟なバルーン１１０を通し
てオペレータが手動で機械式シャッタ１２２を回転させることなどにより、反時計方向に
回転されている機械式シャッタ１２２を示す。
【００７７】
　次に図１Ａに戻り参照すると、ステップＣにおいて、オペレータは、可撓性膨張／収縮
チューブ１０４をバルーン内視鏡１００の常時閉の漏れ検査ポート１０６から分離する。
漏れ検査ポート１０６の常時閉の動作により、内視鏡１００の内部容積１１４は、真空状
態のままであり、バルーン１１０は、完全に収縮したままである。
【００７８】
　図１ＡのステップＤは、その後の膨張／収縮システム１０２の停止を示す。
【００７９】
　図１Ａを参照しながら説明された本発明の実施形態の特有の特徴は、バルーン１１０が
収縮した状態にある間にバルーン内視鏡１００は膨張／収縮システム１０２から分離され
るが、膨張／収縮システム１０２は電源が入っており、それにより内視鏡１００の内部容
積１１４における真空とバルーン１１０の収縮とが維持されることであり、システム１０
２は内視鏡１００から分離された後でのみ電源が切られることである。
【００８０】
　図１Ｄは、医療施設の再処理室で行われる後続のステップを示し、再処理室は、内視鏡
検査室とは分けられており、通常は内視鏡検査室に隣接している。図１Ｄに示されるステ
ップＡは、再処理室に運び込まれているバルーン内視鏡１００を示し、この段階では、バ
ルーン１１０は、拡大部Ａに見られるように完全に収縮した状態であることが留意される
。
【００８１】
　図１Ｄに示されるステップＢは、好ましくは図３～５Ｂを参照して以下で説明されるタ
イプの漏れ検査器１２６を使用して行われる、任意選択の漏れ検査手順を示す。
【００８２】
　図１Ｄに示されるステップＣは、好ましくはＲａａｎａｎａ、ＩｓｒａｅｌのＳｍａｒ
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ｔ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓから市販されているバルーン内視鏡モデルＧ－ＥＹ
Ｅ（商標）３８９０ｉ結腸内視鏡とともに提供される使用説明（Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ
ｓ　Ｆｏｒ　Ｕｓｅ、ＩＦＵ）書に記載された手順に従って手によってバルーン内視鏡１
００が洗浄および殺菌される、任意選択の手動再処理手順を示すが、再処理は、拡大部Ａ
に見られるように、バルーン１１０が完全に収縮した状態である間に行われることが留意
される。
【００８３】
　図１Ｄに示されるステップＤは、Ｅｄｉｓｏｎｒｉｎｇ　９、６６６９　ＮＡ、Ｄｏｄ
ｅｗａａｒｄ、ｔｈｅ　ＮｅｔｈｅｒｌａｎｄｓのＷａｓｓｅｎｂｕｒｇ　Ｍｅｄｉｃａ
ｌ　Ｄｅｖｉｃｅｓ　Ｂ．Ｖ．から市販されているＭｏｄｅｌ　ＷＡＳＳＥＮＢＵＲＧ（
登録商標）ＷＤ４４０　Ｅｎｄｏｓｃｏｐｅ　Ｗａｓｈｅｒ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔｏｒな
どの自動再処理機械１２８を通常用いる、代替的なまたは追加的な自動再処理手順を示す
。ステップＣが用いられる場合にはステップＤは不要とされてもよく、またその逆の場合
もあるが、両方のステップが用いられてもよいことが理解される。再処理は、拡大部Ａに
見られるように、バルーン１１０が完全に収縮した状態である間に行われることが留意さ
れる。
【００８４】
　図１Ｄに示されるステップＥは、再処理されたバルーン内視鏡１００の保管を示すが、
これらのバルーン内視鏡１００は好ましくは、拡大部Ａに見られるように、それらのバル
ーン１１０を完全に収縮した状態にして保管されることが留意される。
【００８５】
　次に、図１Ｄに示されたステップのうちの１つのステップの詳細の簡易化した図である
図２を参照する。図２に見られるように、Ｅｄｉｓｏｎｒｉｎｇ　９、６６６９　ＮＡ、
Ｄｏｄｅｗａａｒｄ、ｔｈｅ　ＮｅｔｈｅｒｌａｎｄｓのＷａｓｓｅｎｂｕｒｇ　Ｍｅｄ
ｉｃａｌ　Ｄｅｖｉｃｅｓ　Ｂ．Ｖ．から市販されているモデルＷＡＳＳＥＮＢＵＲＧ（
登録商標）ＷＤ４４Ｏ内視鏡洗浄殺菌装置などの自動再処理機械１２８が用いられる。自
動再処理機械１２８は、通常、チューブ１５０を含み、このチューブ１５０は、従来技術
では、漏れ検査ポート接続子１５５を介して非バルーン内視鏡の漏れ検査ポートに接続さ
れる。従来の自動再処理機械１２８による非バルーン内視鏡の従来の再処理中、非バルー
ン内視鏡の内部容積は、非バルーン内視鏡における潜在的な漏れの監視および検出のため
に、チューブ１５０を通して加圧され得る。
【００８６】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、従来の自動再処理機械１２８は、好ましくはチ
ューブ１５０の対応する端部にある漏れ検査ポート接続子１５５に密閉プラグ１６０を取
り付けてそれによりチューブ１５０を密閉することにより、バルーン１１０が収縮した状
態にありまたバルーン内視鏡１００の内部容積が真空状態にある間にバルーン内視鏡１０
０を再処理するために用いられ得る。
【００８７】
　チューブ１５０が内視鏡１００の漏れ検査ポートに接続されていると、再処理中にバル
ーン１１０が膨張することによりバルーン１１０の破損が生じるであろうことが理解され
る。チューブ１５０が分離されていると、それは自動再処理機械１２８により、再処理さ
れる内視鏡における漏れとして認識されて、異常表示を生じさせることになり、自動再処
理機械１２８の動作を妨げる。
【００８８】
　図２のステップＡは、従来の再処理機械１２８の再処理チャンバ１６５内に配置されて
いるバルーン内視鏡１００と、チューブ１５０の漏れ検査ポート接続子１５５に挿入され
、それによりチューブ１５０を密閉して、図２のステップＢに見られるようにバルーン１
１０が収縮されている間に従来の態様でバルーン内視鏡１００を再処理することができる
改良された再処理システムを提供する密閉プラグ１６０とを示す。
【００８９】
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　図１Ａ～２の実施形態では、漏れ検査器１２６は、再処理の前のバルーン内視鏡１００
のバルーン１１０の収縮を確実なものにする再処理前バルーン内視鏡バルーン収縮検証機
構として機能し、密閉プラグ１６０は、バルーン内視鏡１００の漏れ検査ポート１０６が
従来の自動再処理機械１２８の加圧ガスの供給源と加圧ガス連通していない間は従来の自
動再処理機械１２８の通常動作を可能にするバルーン内視鏡再処理可能化機構として機能
することが理解される。
【００９０】
　次に、図１Ａ～１Ｄの再処理方法の一実施形態で有用な漏れ検査器１２６の簡易化した
ブロック図である図３を参照する。
【００９１】
　図３に見られるように、漏れ検査器は、従来の非バルーン内視鏡または従来のバルーン
内視鏡の漏れ検査ポートと接続するように構成された漏れ検査ポート連結器２００を含む
。
【００９２】
　空気ポンプ２０２などの正のガス圧力源、および真空ポンプ２０４などの負のガス圧力
源が、好ましくは、マニホルド２０６、ならびに自動制御可能弁２０８および２１０、な
らびに可撓性チューブ２１２を介して、漏れ検査ポート連結器２００に接続される。コン
ピュータ化された制御装置２２０が、漏れ検査ポート連結器２００を介して異なる時点で
内視鏡の漏れ検査ポートに正圧および負圧を印加するために、ポンプ２０２および２０４
ならびに／または弁２０８および２１０の動作を制御する働きをする。あるいは、異なる
時点で正圧および負圧を提供する単一のポンプが用いられてもよい。そのようなポンプの
一例は、Ａｍ　Ｌｉｃｈｔｂｏｇｅｎ　７、４５１４１　Ｅｓｓｅｎ、Ｇｅｒｍａｎｙの
Ｓｃｈｗａｒｚｅｒ　Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ　ＧｍｂＨ　＋　Ｃｏ．ＫＧから市販されてい
るモデル２５０　ＥＣである。
【００９３】
　コンピュータ化された圧力センサ２３０が、好ましくは漏れ検査ポート連結器２００に
連結され、弁２３２を介してポンプ２０２および２０４に連結されてもよく、漏れ検査ポ
ートが正圧下にあるときと漏れ検査ポートが負圧下にあるときの両方の時点で内視鏡の漏
れ検査ポートにおける経時的な圧力の変化を検知するように構成される。
【００９４】
　弁２０８および２１０のそれぞれは、２つの状態－対応するポンプとマニホルド２０６
との間でのガス流をその弁が可能とする「開」状態と、ポンプとマニホルド２０６との間
のガス流をその弁が遮断する「閉」状態とを有する自動制御可能弁であることが好ましい
。
【００９５】
　弁２３２は、弁２３２がパージチューブ２３８を介してチューブ２１２およびマニホル
ド２０６を周囲環境に接続する「開」状態、ならびに弁２３２がマニホルド２０６および
チューブ２１２をパージチューブ２３８から分離して周囲環境との空気連通を防止すると
同時にそれらを互いに接続する「閉」状態のどちらかに位置決めされ得る、自動制御可能
な２状態弁であることが好ましい。
【００９６】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、コンピュータ化された制御装置２２０は、コン
ピュータ化された圧力センサ２３０と協働して、正圧および負圧の漏れ検査プロトコルを
実行するが、そのプロトコルの２つの好ましい実施形態が、図４Ａ～４Ｃおよび５Ａ～５
Ｂに記載される。
【００９７】
　ユーザインタフェース２４０が、好ましくは漏れ検査器１２６と一体に設けられ、好ま
しくは、検査の合格または不合格をそれぞれ示す第１の可視インジケータ２４２および第
２の可視インジケータ２４４を含む。
【００９８】
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　本発明の別の好ましい実施形態によれば、負圧漏れ検査のみが行われ、そのような場合
には、正圧ポンプ２０２およびその関連する接続は排除され得ることが理解される。
【００９９】
　次に、全体で本発明の一実施形態による図３の漏れ検査器の動作の簡易化した流れ図で
ある図４Ａ～４Ｃを参照する。
【０１００】
　図４Ａ～４Ｃに見られるように、最初のステップは、内視鏡１００の内部容積１１４が
漏れ検査器１２６と流体連通するように、漏れ検査ポート連結器２００を内視鏡１００の
漏れ検査ポート１０６に封止可能に連結することである。
【０１０１】
　その後で、漏れ検査器１２６を介して内視鏡の内部容積を周囲圧力に連結するために、
弁２８０、２１０、および２３２（図３）の全てが開かれる。内視鏡１００の内部容積１
１４が周囲圧力に達すると、それに応じてセンサ２３０が較正される。
【０１０２】
　その後で、センサ２３０によって検知される典型的には５０ｍｂａｒの好ましい圧力ま
で内視鏡１００の内部容積を加圧してそれにより内視鏡１００のバルーン１１０を膨張さ
せるために、制御装置２２０により、弁２１０および２３２が閉じられ、正圧ポンプ２０
２が作動される。しかし、加圧開始から１０秒以内に典型的には５０ｍｂａｒの好ましい
圧力が実現されなかった場合、制御装置２２０により正圧検査不合格表示が提供され、そ
れに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。
【０１０３】
　この段階において正圧検査不合格が表示されなかった場合、コンピュータ化された制御
装置２２０により任意選択のステップが行われてもよく、このステップは、センサ２３０
からの読取り値を用いて内部容積の加圧中の内視鏡の内部容積における経時的な圧力変化
のプロフィルを検知および分析し、それにより、漏れ検査ポート連結器２００に接続され
ているのは従来の非バルーン内視鏡であるのかバルーン内視鏡であるのかを判定する。
【０１０４】
　例えば、バルーン内視鏡が漏れ検査器１２６に接続されていた場合、バルーンの分の追
加の容積も加圧されなければならないことにより、予め設定された圧力まで内視鏡の内部
容積を加圧するのに、非バルーン内視鏡に比べてより長く時間がかかる。さらに、弾性バ
ルーンを有するバルーン内視鏡の加圧に続いて、圧力はバルーンの膨張により経時的に低
下することになるが、この圧力変化プロフィルは、非バルーン内視鏡では起こらない。
【０１０５】
　この任意選択のステップが行われ、それにより非バルーン内視鏡が漏れ検査されている
ことが確認された場合には、次いで、典型的には２００ｍｂａｒの正圧を用いる従来技術
の正圧漏れ検査器と同じように、従来の漏れ検査手順が行われる。しかし、バルーン内視
鏡が漏れ検査されていることが確認された場合には、次いで、下記のようにバルーン内視
鏡漏れ検査手順が行われる。
【０１０６】
　本発明の一実施形態によれば、図１ＣのステップＢを参照しながら上述されたように開
口部１１６を密閉するために、バルーン内視鏡１００の漏れ検査に先立って機械式シャッ
タ１２２が用いられる。これは、漏れ検査器１２６にバルーン内視鏡１００を非バルーン
内視鏡であると認識させて、内視鏡１００の従来の正圧漏れ検査を行わせる。あるいは、
開口部１１６の密閉により、バルーン１１０を破裂させるまたは損傷することなしに、２
００ｍｂａｒの比較的高い正圧を用いる従来技術の漏れ検査器によるバルーン内視鏡１０
０の漏れ検査の実行が可能とされることが理解される。
【０１０７】
　この段階において、典型的にはさらに２５秒経過してから、内視鏡１００の内部容積に
おける圧力がもう一度監視される。２５秒経過した後の圧力が典型的には３０ｍｂａｒの
好ましい閾値よりも低く下がっていた場合、制御装置２２０により正圧検査不合格表示が
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提供され、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。本発明の特有の特徴は
、このパラグラフで説明される手順が、バルーン１１０の機械的特性および弾性特性のた
めに起こり得るバルーン１１０のさらなる膨張に対応しかつそれを考慮に入れることであ
る。そのようなバルーン１１０の漏れ検査手順中の経時的なさらなる膨張は、センサ２３
０によって監視される圧力の低下をもたらす可能性があり、バルーン内視鏡１００におけ
る漏れとして誤解されることはない。そのような手順は、非バルーン内視鏡には適用され
ない。
【０１０８】
　この段階において正圧検査不合格が表示されなかった場合、典型的にはさらに２０秒経
過してから、内視鏡１００の内部容積１１４における圧力がもう一度監視される。このさ
らに２０秒経過した後の圧力が１ｍｂａｒより多く下がっていた場合、制御装置２２０に
より正圧検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動され
る。
【０１０９】
　この段階において正圧検査不合格が表示されなかった場合、典型的には弁２０８および
弁２３２を閉状態に維持したままで弁２１０を開き、そして負圧ポンプ２０４を作動させ
て、内視鏡１００の内部容積をセンサ２３０によって検知される典型的には－２００ｍｂ
ａｒの好ましい負圧まで減圧し、それにより内視鏡１００のバルーン１１０を収縮させる
ことにより、負圧漏れ検査が開始される。場合により、減圧開始の１０秒以内に典型的に
は－２００ｍｂａｒの好ましい圧力が実現されなかった場合、制御装置２２０により負圧
検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。
【０１１０】
　この任意選択の段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、弁２３２が閉じ
られ、次いで、典型的には２０秒経過してから、内視鏡１００の内部容積における負圧が
もう一度監視される。２０秒経過した後の負圧が典型的には－１５０ｍｂａｒの好ましい
閾値を超えて高くなっていた場合、制御装置２２０により負圧検査不合格表示が提供され
、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。
【０１１１】
　この段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、典型的にはさらに２０秒経
過してから、内視鏡１００の内部容積における圧力がもう一度監視される。このさらに２
０秒経過した後の圧力が２ｍｂａｒより多く高くなっていた場合、制御装置２２０により
負圧検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。
【０１１２】
　この段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、制御装置２２０により正圧
および負圧検査成功表示が提供され、それに応じて合格インジケータ２４２が作動される
。
【０１１３】
　本発明の一実施形態の特有の特徴は、この段階において、好ましくは連結器２００が内
視鏡１００の常時閉の漏れ検査ポート１０６から外され、それにより負圧下の内視鏡の内
部容積と収縮した状態のバルーン１１０とが維持されることである。この特徴は、非バル
ーン内視鏡には必要ではない。バルーン１１０の収縮は、内視鏡１００の内部容積を－５
ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の負圧まで減圧することによって行われることが
好ましい。バルーン１１０の収縮は、内視鏡１００の内部容積を－１００ｍｂａｒから－
２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧まで減圧することによって行われることがより好ましい。
本発明の最も好ましい実施形態によれば、バルーン１１０は、－１５０ｍｂａｒよりも低
い負圧まで収縮される。
【０１１４】
　本発明の特有の特徴は、上述された負圧検査手順が提供されることである。
【０１１５】
　本発明のさらなる特有の特徴は、上述された負圧漏れ検査手順後の内視鏡の内部容積に



(28) JP 2019-134956 A 2019.8.15

10

20

30

40

50

おいて維持される負圧が、再処理中の内視鏡の内部容積における真空レベルの低下をもた
らす高温での再処理中に内視鏡の内部容積における負圧を維持するのに十分に低いことで
ある。
【０１１６】
　具体的には、摂氏６０度の高温で再処理されるバルーン内視鏡の内部容積は、好ましく
は再処理の前に周囲温度にあるときに、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧に維持されるべ
きである。
【０１１７】
　あるいは、負圧検査は、正圧検査の前に行われてもよいことが理解される。また、内視
鏡１００の内部容積の加圧および減圧の両方を実現するために、単一のポンプが選択的に
使用されてもよいことが理解される。さらに、漏れ検査器１２６は、非バルーン内視鏡お
よびバルーン内視鏡の両方の漏れ検査に適していることが理解される。
【０１１８】
　次に、全体で本発明の別の実施形態による図３の漏れ検査器の動作の簡易化した流れ図
である図５Ａおよび５Ｂを参照する。
【０１１９】
　図５Ａおよび５Ｂに見られるように、最初のステップは、内視鏡の内部容積が漏れ検査
器１１９と流体連通するように、漏れ検査ポート連結器２００を内視鏡１００の漏れ検査
ポート１０６に封止可能に連結することである。
【０１２０】
　その後で、漏れ検査器１２６を介して内視鏡の内部容積を周囲圧力に連結するために、
弁２０８、２１０、および２３２（図３）の全てが開かれる。内視鏡１００の内部容積が
周囲圧力に達すると、それに応じてセンサ２３０が較正される。
【０１２１】
　その後で、典型的には弁２０８および２３２を閉じ、負圧ポンプ２０４を動作させて、
センサ２３０によって検知される典型的には－２００ｍｂａｒの好ましい負圧まで内視鏡
１００の内部容積１１４を減圧してそれにより内視鏡１００のバルーン１１０を収縮させ
ることにより、負圧漏れ検査が開始される。場合により、減圧開始から１０秒以内に典型
的には－２００ｍｂａｒの好ましい圧力が実現されなかった場合、制御装置２２０により
負圧検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。
【０１２２】
　この任意選択の段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、弁２１０が閉じ
られ、次いで、典型的には２０秒経過してから、内視鏡１００の内部容積における負圧が
もう一度監視される。２０秒経過した後の負圧が典型的には－１５０ｍｂａｒの好ましい
閾値を超えて高くなっていた場合、制御装置２２０により負圧検査不合格表示が提供され
、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。
【０１２３】
　この段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、典型的にはさらに２０秒経
過してから、内視鏡１００の内部容積における圧力がもう一度監視される。このさらに２
０秒経過した後の圧力が２ｍｂａｒより多く高くなっていた場合、制御装置２２０により
負圧検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ２４４が作動される。
【０１２４】
　この段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、制御装置２２０により正圧
および負圧検査成功表示が提供され、それに応じて合格インジケータ２４２が作動される
。
【０１２５】
　本発明の一実施形態の特有の特徴は、この段階において、好ましくは連結器２００が内
視鏡１００の常時閉の漏れ検査ポート１０６から外され、それにより負圧下の内視鏡の内
部容積と収縮した状態のバルーン１１０とが維持されることである。この特徴は、非バル
ーン内視鏡には必要ではない。バルーン１１０の収縮は、内視鏡１００の内部容積を－５
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ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の負圧まで減圧することによって行われることが
好ましい。バルーン１１０の収縮は、内視鏡１００の内部容積を－１００ｍｂａｒから－
２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧まで減圧することによって行われることがより好ましい。
本発明の最も好ましい実施形態によれば、バルーン１１０は、－１５０ｍｂａｒよりも低
い負圧まで収縮される。
【０１２６】
　本発明の特有の特徴は、上述された負圧検査手順が提供されることである。
【０１２７】
　本発明の特有の特徴は、上述された負圧漏れ検査手順後の内視鏡の内部容積において維
持される負圧が、再処理中の内視鏡の内部容積における真空レベルの低下をもたらす高温
での再処理中に内視鏡の内部容積における負圧を維持するのに十分に低いことである。
【０１２８】
　具体的には、摂氏６０度の高温で再処理されるバルーン内視鏡の内部容積は、好ましく
は再処理の前に周囲温度にあるときに、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧に維持される。
【０１２９】
　漏れ検査器１２６は、非バルーン内視鏡およびバルーン内視鏡の両方の漏れ検査に適し
ていることがさらに理解される。
【０１３０】
　次に、本発明の好ましい一実施形態に従って構成されかつ実施される自動再処理システ
ム３００の簡易化したシステムブロック図である図６を参照する。
【０１３１】
　図６に見られるように、自動再処理システムは、好ましくは、再処理される内視鏡３０
４が再処理中に配置される再処理チャンバ３０２を含む。内視鏡は、１０４　Ｊｕｌｉｕ
ｓ－Ｖｏｓｓｅｌｅｒ　Ｓｔ．、２２５２７　Ｈａｍｂｕｒｇ、ＧｅｒｍａｎｙのＰｅｎ
ｔａｘ　Ｅｕｒｏｐｅ　ＧｍｂＨから市販されているＥＣ　３８９０ｉ結腸内視鏡などの
従来の非バルーン内視鏡か、または、Ｒａａｎａｎａ、ＩｓｒａｅｌのＳｍａｒｔ　Ｍｅ
ｄｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓから市販されているＧ－ＥＹＥ（商標）３８９０ｉ結腸内視
鏡などのバルーン内視鏡であってもよい。
【０１３２】
　完全に従来型であってもよくまた内視鏡洗浄機能３０８および内視鏡殺菌機能３１０を
有する流体供給サブシステムを典型的に備える再処理機能３０６が、再処理チャンバ３０
２に動作可能に関連付けられる。好ましくは温度センサ３１２が再処理チャンバ３０２内
に配置されて、再処理チャンバ３０２内に配置された洗浄流体または殺菌流体の温度を、
再処理中の任意選択の時点または全ての時点で測定する。
【０１３３】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、漏れ検査サブシステム３１４が設けられて、内
視鏡３０４の漏れ検査ポートと連通する。本発明の特有の特徴は、漏れ検査サブシステム
３１４が、バルーン内視鏡に重要でありまた非バルーン内視鏡に対して使用することもで
きる負圧漏れ検査機能を提供することである。
【０１３４】
　本発明のさらなる特有の特徴は、漏れ検査サブシステム３１４が、自動バルーン内視鏡
再処理機能３０６の動作のうちの少なくとも一部の間、また好ましくは自動バルーン内視
鏡再処理機能３０６の動作の全てにわたってバルーンの内部容積を負圧状態に維持する働
きをする、バルーン収縮制御機能を提供することである。
【０１３５】
　好ましくはオペレータ係合可能スイッチ３２２を含むユーザインタフェース３２０（図
６ではＵＩで示される）が設けられて、バルーン内視鏡に適した再処理モードまたは非バ
ルーン内視鏡に適した再処理モードをオペレータが選択することを可能にする。ユーザイ
ンタフェース３２０はまた、好ましくは、オペレータに漏れ検査の不合格を警告するイン
ジケータ３２４、および、内視鏡３０４の再処理が成功裏に完了したことをオペレータに
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知らせるインジケータ３２６を含む。
【０１３６】
　漏れ検査サブシステム３１４は、好ましくは、従来の非バルーン内視鏡または従来のバ
ルーン内視鏡の漏れ検査ポート３１６と接続するように構成された漏れ検査ポート連結器
３３０を含む。
【０１３７】
　空気圧力ポンプ３３２などの正のガス圧力源、および真空ポンプ３３４などの負のガス
圧力源が、好ましくは、マニホルド３３６、ならびに自動制御可能弁３３８および３４０
、ならびに可撓性チューブ３４２を介して、漏れ検査ポート連結器３３０に接続される。
コンピュータ化された制御装置３５０が、漏れ検査ポート連結器３３０を介して異なる時
点で内視鏡３０４の漏れ検査ポート３１６に正圧および負圧を印加するために、ポンプ３
３２および３３４ならびに／または弁３３８および３４０の動作を制御する働きをする。
あるいは、異なる時点で正圧および負圧を提供する単一のポンプが用いられてもよい。そ
のようなポンプの一例は、Ａｍ　Ｌｉｃｈｔｂｏｇｅｎ　７、４５１４１　Ｅｓｓｅｎ、
ＧｅｒｍａｎｙのＳｃｈｗａｒｚｅｒ　Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ　ＧｍｂＨ　＋　Ｃｏ．ＫＧ
から市販されているモデル２５０ＥＣである。
【０１３８】
　コンピュータ化された制御装置３５０はまた、再処理機能３０６の動作などの、自動再
処理システム３００の他の構成要素および機能の動作を制御し、かつ、流体供給サブシス
テムおよび漏れ検査サブシステムの動作の相対的なタイミングを調整していることが好ま
しい。
【０１３９】
　コンピュータ化された圧力センサ３６０が、好ましくは漏れ検査ポート連結器３３０に
連結され、弁３６２を介してポンプ３３２および３３４に連結され、漏れ検査ポートが正
圧下にあるときと漏れ検査ポートが負圧下にあるときの両方の時点で内視鏡の漏れ検査ポ
ートにおける経時的な圧力の変化を検知するように構成される。
【０１４０】
　弁３６２は、弁３６２がパージチューブ３６４を介してチューブ３４２およびマニホル
ド３３６を周囲環境に接続する「開」状態、ならびに弁３６２がマニホルド３３６および
チューブ３４２をパージチューブ３６４から分離して周囲環境との空気連通を防止すると
同時にそれらを互いに接続する「閉」状態のどちらかに位置決めされ得る、自動制御可能
な２状態弁であることが好ましい。
【０１４１】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、コンピュータ化された制御装置３５０は、コン
ピュータ化された圧力センサ３６０と協働して、負圧漏れ検査プロトコルを実行するが、
そのプロトコルの２つの例が、図７Ａ～７Ｂおよび８Ａ～８Ｃを参照しながら以下に説明
される。
【０１４２】
　次に、全体で本発明の一実施形態による図６の再処理システムの動作の簡易化した流れ
図である図７Ａおよび７Ｂを参照する。
【０１４３】
　図７Ａおよび７Ｂに見られるように、最初のステップは、内視鏡の内部容積が漏れ検査
サブシステム３１４と流体連通するように、漏れ検査ポート連結器３３０を内視鏡３０４
の漏れ検査ポート３１６に封止可能に連結することである。
【０１４４】
　その後で、オペレータは、好ましくはスイッチ３２２を使用して、再処理されている内
視鏡に適した再処理モードを選択する。非バルーン再処理モードが選択された場合、自動
再処理システム３００は、従来技術の自動再処理システムで実行されるような、従来の非
バルーン内視鏡再処理手順を実行する。
【０１４５】
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　本発明の一実施形態によれば、再処理されている内視鏡３０４は、バルーン１１０と、
通常はバルーン１１０の内部容積と内視鏡１００の内部容積との間の空気流を可能とする
開口部１１６と、開口部１１６を密閉するために用いられ得る機械式シャッタ１２２とを
含む、図１Ａ～２を参照しながら上述されたバルーン内視鏡１００である。
【０１４６】
　本発明のこの実施形態によれば、機械式シャッタ１２２は、自動再処理システム３００
によりバルーン内視鏡１００の再処理の前に用いられて、図１ＣのステップＢを参照しな
がら上述されたように開口部１１６を密閉し、オペレータは、スイッチ３２２を使用して
、非バルーン内視鏡再処理モードを選択する。したがって、自動再処理機械３００は、バ
ルーン１１０を破裂させるまたは損傷することなしに、バルーン内視鏡１００の正圧漏れ
検査を含み得る従来の再処理を行うために用いられる。あるいは、開口部１１６の密閉に
より、バルーン１１０を破裂させるまたは損傷することなしに、再処理手順中に漏れを監
視しながら比較的高い正圧を用いる従来技術の自動再処理機械による従来のバルーン内視
鏡１００の再処理が可能になることが理解される。
【０１４７】
　以下の説明においては、別段明確に示されていない限り、バルーン内視鏡の再処理が選
択されていることを前提とするが、このバルーン内視鏡再処理は、本発明の特有の特徴で
ある。
【０１４８】
　その後で、コンピュータ化された制御装置３５０の制御の下、漏れ検査サブシステム３
１４を介して内視鏡の内部容積を周囲圧力に連結するために、弁３３８、３４０、および
３６２（図６）の全てが開かれる。内視鏡３０４の内部容積が周囲圧力に達すると、それ
に応じて圧力センサ３６０が較正される。
【０１４９】
　典型的には弁３３８および３６２を閉じ、負圧ポンプ３３４を作動させて、圧力センサ
３６０によって検知される典型的には－２００ｍｂａｒの好ましい負圧まで内視鏡３０４
の内部容積を減圧してそれにより内視鏡３０４のバルーンを収縮させることにより、負圧
漏れ検査が開始される。場合により、減圧開始から１０秒以内に典型的には－２００ｍｂ
ａｒの好ましい圧力が実現されなかった場合、制御装置３５０により負圧検査不合格表示
が提供され、それに応じて不合格インジケータ３２４が作動され、再処理が終了される。
【０１５０】
　この任意選択の段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、弁３４０が閉じ
られ、次いで、典型的には２０秒経過してから、内視鏡３０４の内部容積における負圧が
もう一度監視される。２０秒経過した後の負圧が典型的には－１５０ｍｂａｒの好ましい
閾値を超えて高くなっていた場合、制御装置３５０により負圧検査不合格表示が提供され
、それに応じて不合格インジケータ３２４が作動され、再処理が終了される。
【０１５１】
　この段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、典型的にはさらに２０秒経
過してから、内視鏡３０４の内部容積における圧力がもう一度監視される。このさらに２
０秒経過した後の圧力が２ｍｂａｒより多く高くなっていた場合、制御装置３５０により
負圧検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ３２４が作動され、再
処理が終了される。
【０１５２】
　この段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、好ましくは弁３３８、３４
０、および３６２（図６）の全てが開かれて、圧力センサ３６０により、内視鏡３０４の
内部容積における圧力が引き続き監視される。圧力センサ３６０によって測定される内視
鏡３０４の内部容積における圧力が典型的には－３０ｍｂａｒまで上昇すると、この内視
鏡３０４の内部容積における負圧を維持するために、弁３３８、３４０、および３６２が
閉じられる。
【０１５３】
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　漏れ検査サイクル中、および各漏れ検査サイクルの合間のバルーン内視鏡３０４のバル
ーンの収縮は、内視鏡３０４の内部容積を－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の
負圧まで減圧することによって実行および維持されることが好ましい。漏れ検査サイクル
中、および各漏れ検査サイクルの合間のバルーン内視鏡３０４のバルーンの収縮は、内視
鏡３０４の内部容積を－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧まで減圧す
ることによって実行および維持されることがより好ましい。本発明の好ましい一実施形態
によれば、バルーン内視鏡３０４のバルーンは、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧まで収
縮される。
【０１５４】
　本発明の一実施形態の特有の特徴は、内視鏡の内部容積が典型的には－１５０ｍｂａｒ
から－２００ｍｂａｒの間の比較的強い真空にあるときにバルーン内視鏡の漏れ検査が行
われ、内視鏡の内部容積が典型的には－１０ｍｂａｒから－５０ｍｂａｒの間、好ましく
は－３０ｍｂａｒの比較的弱い真空にあるときに再処理手順の残りの部分が行われること
である。
【０１５５】
　前述の負圧漏れ検査手順は、２～５分毎などのほぼ一定の間隔で再処理中に繰り返され
ることが好ましい。
【０１５６】
　いかなる負圧漏れ検査不合格もなく再処理が成功裏に完了すると、制御装置３５０によ
り再処理成功表示が提供され、それに応じてインジケータ３２６が作動される。
【０１５７】
　本発明の一実施形態の特有の特徴は、この段階において、好ましくは連結器３３０が内
視鏡３０４の常時閉の漏れ検査ポート３１６から外され、それにより負圧下の内視鏡の内
部容積と収縮した状態のバルーン内視鏡３０４のバルーンとが維持されることである。収
縮したバルーンを含むバルーン内視鏡３０４の保管は、バルーンを取り扱いの誤りやパン
クから保護するのに有益であり得るだけでなく、バルーン上に保護カバーを設置できるよ
うにするのにも有益であり得ることが理解される。この特徴は、非バルーン内視鏡には必
要ではない。
【０１５８】
　次に、全体で本発明の別の実施形態による図６の再処理システムの動作の簡易化した流
れ図である図８Ａ～８Ｃを参照する。
【０１５９】
　図８Ａ～８Ｃに見られるように、最初のステップは、内視鏡の内部容積が漏れ検査サブ
システム３１４と流体連通するように、漏れ検査ポート連結器３３０を内視鏡３０４の漏
れ検査ポート３１６に封止可能に連結することである。
【０１６０】
　その後で、オペレータは、好ましくはスイッチ３２２を使用して、再処理されている内
視鏡に適した再処理モードを選択する。非バルーン再処理モードが選択された場合、自動
再処理システム３００は、従来技術の自動再処理システムで実行されるような、従来の非
バルーン内視鏡再処理手順を実行する。以下の説明においては、別段明確に示されていな
い限り、バルーン内視鏡の再処理が選択されていることを前提とするが、このバルーン内
視鏡再処理は、本発明の特有の特徴である。
【０１６１】
　その後で、コンピュータ化された制御装置３５０の制御の下、漏れ検査サブシステム３
１４を介して内視鏡の内部容積を周囲圧力に連結するために、弁３３８、３４０、および
３６２（図６）の全てが開かれる。内視鏡３０４の内部容積が周囲圧力に達すると、それ
に応じて圧力センサ３６０が較正される。
【０１６２】
　典型的には弁３３８および３６２を閉じ、負圧ポンプ３３４を作動させて、圧力センサ
３６０によって検知される典型的には－２００ｍｂａｒの好ましい負圧まで内視鏡３０４



(33) JP 2019-134956 A 2019.8.15

10

20

30

40

50

の内部容積を減圧してそれにより内視鏡３０４のバルーンを収縮させることにより、負圧
漏れ検査が開始される。場合により、減圧開始から１０秒以内に典型的には－２００ｍｂ
ａｒの好ましい圧力が実現されなかった場合、制御装置３５０により負圧検査不合格表示
が提供され、それに応じて不合格インジケータ３２４が作動され、再処理が終了される。
【０１６３】
　この任意選択の段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、弁３４０が閉じ
られ、次いで、典型的には２０秒経過した後のｔ０と称される時点において、圧力センサ
３６０により内視鏡３０４の内部容積における負圧がもう一度監視され、温度センサ３１
２により再処理チャンバ３０２内の温度が測定される。この時点ｔ０の段階において測定
された負圧は、Ｐ０と称され、ｔ０において測定された温度は、Ｔ０と称される。
【０１６４】
　負圧Ｐ０が典型的には－１５０ｍｂａｒの好ましい閾値よりも高かった場合、制御装置
３５０により負圧検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ３２４が
作動され、再処理が終了される。
【０１６５】
　この段階において負圧検査不合格が表示されなかった場合、コンピュータ化された制御
装置３５０によって決定される、Ｄｔで表されるｔ０からのある時間間隔が経過した時点
ｔにおいて、内視鏡３０４の内部容積における圧力および再処理チャンバ３０２内の温度
がもう一度監視される。周期的で断続的な漏れ監視が必要とされる場合、時間間隔Ｄｔは
、１～６０秒の範囲内の全体的に短い時間間隔、または１～５分の範囲内の全体的により
長い時間間隔などの、所定の時間間隔とされ得る。あるいは、漏れ検知サイクルが相次い
で即時に実行されるように連続的な漏れ監視が所望される場合、時間間隔Ｄｔは、コンピ
ュータ化された制御装置３５０の電子クロックタイム単位、またはその乗数とされ得る。
【０１６６】
　たとえ漏れが存在しなくとも、内視鏡３０４の内部容積内の真空は、温度上昇に応じて
弱められることが理解される。内視鏡３０４の内部容積内の真空は、真空下に維持されて
いる種々の構成要素間の密閉の不完全さが原因で経過時間に応じて非常にゆっくりと弱め
られる場合があり、この弱化は、漏れ検査不合格と見なされるべきバルーン内視鏡におけ
る容認できない漏れを示すものではないことが、さらに理解される。
【０１６７】
　したがって、制御装置３５０は、温度センサ３１２によって測定される温度に応じてま
たｔ０からの経過時間に応じて変動する、許容負圧閾値ＰＴ（ｔ）を設定する。いかなる
時点ｔにおいても、センサ３６０によって測定された圧力Ｐ（ｔ）が、対応する許容負圧
閾値ＰＴ（ｔ）を超えることがあれば、不合格が表示される。
【０１６８】
　時点ｔ０の後の所与の時点で測定される、時点ｔにおける負圧閾値ＰＴ（ｔ）は、好ま
しくは以下の一般式によって与えられる：
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，ｔ，ｔ０，Ｐ０）
　ＦはＴｔ、Ｔ０、ｔ、ｔ０、およびＰ０の関数であり、式中、
　Ｔｔは、温度センサ３１２によって測定される、時点ｔにおける再処理チャンバ３０２
の内部の温度であり、
　Ｔ０は、温度センサ３１２によって測定される、時点ｔ０における再処理チャンバ３０
２の内部の温度であり、
　Ｐ０は、圧力センサ３６０によって測定される、時点ｔ０における内視鏡３０４の内部
容積における負圧である。
【０１６９】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，ｔ，ｔ０，Ｐ０）は、コンピ
ュータ化された制御装置３５０に記憶される所定の較正表に組み入れられる。制御装置３
５０は、Ｔｔ、Ｔ０、ｔ、ｔ０、およびＰ０の特定の値の各組に対して適切な負圧閾値Ｐ
Ｔ（ｔ）を取り出す。
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【０１７０】
　再処理手順全体にわたって用いられる溶液に対して所定の加熱プロフィルが用いられる
ことなどにより、温度センサ３１２によって測定される再処理手順全体にわたる再処理チ
ャンバにおける温度プロフィルが先験的に分かっている場合、ＰＴ（ｔ）は、Ｐ０および
ｔの関数として計算するかまたは取り出すことができ、温度センサ３１２による温度Ｔ（
ｔ）の実測は、排除されてもよいことが理解される。
【０１７１】
　より具体的には、本発明の好ましい一実施形態によれば、所与の時点ｔにおける負圧閾
値ＰＴ（ｔ）は、以下の関数で表される：
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
式中、
　Ｆ１は、所与の時点ｔにおいて温度センサ３１２によって測定された温度Ｔｔと、それ
ぞれ時点ｔ０において温度センサ３１２によって測定された温度および圧力センサ３６０
によって測定された圧力であるＴ０およびＰ０との関係の関数であり、
　Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である。
【０１７２】
　好ましくは、Ｆ１は、式：Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０によって与えられ、式中、Ｔｔ
およびＴ０は、ケルビン度で測定され、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるような、
ｍｂａｒまたは気圧などのゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単位で測定される。
【０１７３】
　好ましくは、Ｆ２は、式：Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）によって与えられ、式中、Ｋは、経
時的な圧力の変化を表す定数である。本発明の好ましい一実施形態によれば、Ｋは、毎秒
０．０１～０．２０ｍｂａｒの範囲内である。本発明のより好ましい一実施形態によれば
、Ｋは、毎秒０．０２～０．１０の範囲内である。本発明の目下最も好ましい実施形態に
よれば、Ｋは、毎秒約０．０５ｍｂａｒである。
【０１７４】
　時点ｔにおける圧力Ｐ（ｔ）および温度Ｔ（ｔ）は、必要に応じて連続的または断続的
に、それぞれ圧力センサ３６０および温度センサ３１２によって測定される。測定された
負圧Ｐ（ｔ）が負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも高いことがあれば、制御装置３５０により負圧
検査不合格表示が提供され、それに応じて不合格インジケータ３２４が作動され、再処理
が終了される。
【０１７５】
　いかなる負圧漏れ検査不合格もなく再処理が成功裏に完了すると、制御装置３５０によ
り再処理成功表示が提供され、それに応じてインジケータ３２６が作動される。
【０１７６】
　本発明の一実施形態の特有の特徴は、この段階において、好ましくは連結器３３０が内
視鏡３０４の常時閉の漏れ検査ポート３１６から外され、それにより負圧下の内視鏡の内
部容積と収縮した状態のバルーン内視鏡３０４のバルーンとが維持されることである。収
縮したバルーンを含むバルーン内視鏡３０４の保管は、バルーンを取り扱いの誤りやパン
クから保護するのに有益であり得るだけでなく、バルーン上に保護カバーを設置できるよ
うにするのにも有益であり得ることが理解される。この特徴は、非バルーン内視鏡には必
要ではない。
【０１７７】
　次に、本発明の別の好ましい一実施形態に従って実施される再処理方法の簡易化した図
である図９Ａおよび９Ｂを参照する。
【０１７８】
　図９Ａおよび９Ｂに見られるように、バルーン内視鏡のための再処理方法が提供され、
この方法は、
　バルーン内視鏡のバルーンをその臨床的使用に続いて正圧状態に膨張させるステップと
、
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　その後で、バルーンが正圧状態に膨張されている間にバルーンの外側表面を洗浄および
／または殺菌するステップと、
　その後で、バルーン内視鏡のバルーンを負圧状態に収縮させるステップと、その後で、
　前述のバルーン内視鏡を再処理するうちの少なくとも一部の間バルーンの内部を負圧状
態に維持するステップと
を含むことを特に特徴とする。
【０１７９】
　通常は少なくとも１つの開口部を介して流体連通するバルーン内部容積と内視鏡内部容
積とを有するバルーン内視鏡を再処理するための方法も提供され、この方法は、バルーン
内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間少なくとも１つの開口部を密閉するステップ
を含む。
【０１８０】
　図９Ａおよび９Ｂは、内視鏡検査室内で行われるステップを示す。図９Ａに示されるス
テップＡは、結腸内視鏡検査などの内視鏡的処置に続いて患者の身体から除去された後の
、Ｒａａｎａｎａ、ＩｓｒａｅｌのＳｍａｒｔ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓから市
販されているモデルＧ－ＥＹＥ（商標）３８９０ｉ結腸内視鏡などのバルーン内視鏡４０
０を示す。この段階では、バルーン内視鏡４００のバルーンは、膨張している場合もあれ
ば収縮している場合もある。
【０１８１】
　内視鏡的処置中ならびにそのすぐ後のステップＡ、Ｂ、およびＣにおいて、バルーン内
視鏡４００は、Ｒａａｎａｎａ、ＩｓｒａｅｌのＳｍａｒｔ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｓｙｓｔ
ｅｍｓから市販されているＳＰＡＲＫ２Ｃ膨張システムなどの膨張／収縮システム４０２
に動作可能に接続される。具体的には、可撓性膨張／収縮チューブ４０４が、その一方の
端部においては、拡大部Ｂに見られるようにバルーン内視鏡４００の常時閉の漏れ検査ポ
ート４０６に封止可能に接続され、その反対側の端部においては、膨張／収縮システム４
０２の膨張／収縮チューブ接続ポート４０８に封止可能に接続される。
【０１８２】
　さらに図９Ａおよび９Ｂに見られるように、バルーン内視鏡４００は、その前方部分に
バルーン４１０を含み、バルーン４１０は、バルーン内視鏡４００の外側シース４１２上
に封止可能に取り付けられる。バルーン４１０の内部容積４１３が、内視鏡４００の外側
シース４１２に形成された少なくとも１つの開口部４１６を介して、通常はバルーン内視
鏡４００の内部容積４１４と流体連通する。したがって、バルーン４１０は、全体で膨張
／収縮システム４０２とバルーン４１０の内部容積４１３との間に連続的な流体連通経路
を形成している可撓性膨張／収縮チューブ４０４、漏れ検査ポート４０６、バルーン内視
鏡４００の内部容積４１４、および少なくとも１つの開口部４１６を介して、膨張／収縮
システム４０２によって膨張されかつ収縮され得ることが理解される。
【０１８３】
　外側シース４１２の内側のバルーン内視鏡４００の容積は、光学および照明のバンドル
、電子装置、操縦ワイヤ、機器チャネル、ならびに他の適切な構成要素などの、それを通
過する様々な導管ならびにチャネル（図示せず）を含み得ることが理解される。膨張／収
縮空気が、そのような導管およびチャネルに占有されていない外側シース４１２の内側の
容積である内部容積４１４を通って自由に流れることができることが理解される。
【０１８４】
　図９Ａに示されるステップＢにおいて、内視鏡４００のバルーン４１０がまだ完全には
収縮されていない場合、オペレータは膨張／収縮システム４０２の膨張／収縮制御ユニッ
ト４１８の膨張制御ボタン４１７を押して、膨張／収縮システム４０２にバルーン４１０
を完全に膨張させることが分かる。この段階において、拡大部Ａに示されるようにバルー
ン４１０を洗浄溶液および／もしくは殺菌溶液に浸して柔らかいスポンジもしくはクロス
でそれを拭き取ること、または、任意選択の他の適切な洗浄手順および／もしくは殺菌手
順などにより、膨張したバルーン４１０が洗浄および／または殺菌される。



(36) JP 2019-134956 A 2019.8.15

10

20

30

【０１８５】
　図９Ａに示されるステップＣにおいて、バルーン４１０が膨張した状態にある間のバル
ーン４１０の洗浄および／または殺菌に続いて、オペレータは膨張／収縮システム４０２
の膨張／収縮制御ユニット４１８の収縮制御ボタン４１９を押して、拡大部Ｃに見られる
ように膨張／収縮システム４０２にバルーン４１０を完全に収縮させることが分かる。
【０１８６】
　本発明の一実施形態の特有の特徴は、拡大部Ｄに示されるように、バルーン４１０の収
縮が、バルーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間、内視鏡４００の外側シース
４１２に形成された少なくとも１つの開口部４１６の密閉をもたらすことであり、この開
口部は、通常はバルーン４１０の内部容積４１３と内視鏡４００の内部容積４１４との間
の流体連通を提供する。これは、再処理中に何らかの形で外部からバルーン４１０の内部
容積４１３に入る可能性のあるいかなる再処理流体も内視鏡の内部容積４１４には入らな
いことを確実とするために重要である。
【０１８７】
　バルーン内視鏡の再処理のうちの少なくとも一部の間のそのような少なくとも１つの開
口部４１６の密閉は、バルーン４１０の収縮によって実現されるのでない場合には、図１
Ｂおよび１Ｃを参照しながら上述されたように、少なくとも１つの開口部４１６を閉塞し
てそこを通る流体の流れを妨げる機械式密閉要素またはシャッタなどによって実現され得
ることが理解される。
【０１８８】
　次に図９Ｂを参照すると、ステップＤにおいて、オペレータは、可撓性膨張／収縮チュ
ーブ４０４を、バルーン内視鏡４００の常時閉の漏れ検査ポート４０６から分離する。漏
れ検査ポート４０６の常時閉の動作により、内視鏡４００の内部容積４１４は、真空状態
のままであり、バルーン４１０は、完全に収縮したままである。
【０１８９】
　図９ＢのステップＥは、その後の膨張／収縮システム４０２の停止を示す。
【０１９０】
　図９Ａおよび９Ｂを参照しながら説明された本発明の実施形態の特有の特徴は、バルー
ン４１０が収縮した状態にある間にバルーン内視鏡４００は膨張／収縮システム４０２か
ら分離されるが、膨張／収縮システム４０２は電源が入っており、それにより内視鏡４０
０の内部容積４１４における真空とバルーン４１０の収縮とが維持されることであり、シ
ステム４０２は内視鏡４００から分離された後でのみ電源が切られることである。
【０１９１】
　本発明は、ここまで具体的に示されかつ説明されてきたことに限定されるものではない
ことが、当業者には理解されるであろう。むしろ、本発明の範囲は、上述された様々な特
徴の組合せおよび部分的組合せ、ならびに、上述の説明を読めば当業者に思い浮かぶであ
ろうものでありかつ従来技術にはないものである上述された様々特徴の修正および変更の
、両方を含む。
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【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】 【図１Ｄ】
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【図２】 【図３】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図４Ｃ】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図６】



(40) JP 2019-134956 A 2019.8.15

【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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【図８Ｃ】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月24日(2019.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バルーン内視鏡の前方部分にバルーンを有するバルーン内視鏡を再処理するようになっ
ているバルーン内視鏡再処理システムであり、前記バルーンは前記バルーン内視鏡の外側
シース上に封止可能に取り付けられ、前記バルーンの内部容積は前記バルーン内視鏡の外
側シース内に形成された少なくとも１つの開口部を介して前記バルーン内視鏡の内側容積
と流体連通している、前記バルーン内視鏡再処理システムであって、該バルーン内視鏡再
処理システムは、
　弁を介して前記バルーンの前記内部容積と連通し、かつ、前記バルーン内視鏡の前記内
側容積に真空を印加することにより、前記内部容積を負圧状態にさせる働きをする、バル
ーン収縮制御機能であって、前記バルーンを前記少なくとも１つの開口部と密閉係合した
状態に保持し、それにより再処理中に前記内側容積に入る可能性があるいかなる再処理流
体も、外部から前記バルーン内視鏡の前記内部容積には入らないことを確実にする、バル
ーン収縮制御機能と、
　前記バルーンの前記内部容積が負圧状態に維持されているときに前記バルーン内視鏡を
受け入れて洗浄および殺菌のうちの少なくとも一方を行うためのバルーン内視鏡再処理機
能と
を含む、バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２】
　前記バルーン内視鏡再処理機能が、自動内視鏡再処理機能を含む、請求項１に記載のバ
ルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３】
　前記バルーンの前記内部と前記バルーン内視鏡の内部容積との間に流体連通が存在し、
　前記バルーン内視鏡の前記内部容積が、前記バルーン内視鏡再処理機能により前記再処
理のうちの少なくとも一部の間負圧状態に維持される、
請求項１または２に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４】
　前記弁が、前記バルーン内視鏡の前記内部容積と流体連通する常時閉の漏れ検査ポート
を含み、
　前記バルーン収縮制御機能が、前記漏れ検査ポートを通じて前記バルーン内視鏡の前記
内部容積を収縮させることにより、前記再処理のうちの少なくとも一部の間前記バルーン
内視鏡の前記内部容積を前記負圧状態に維持する、
請求項３に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項５】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に引き起こされる温度上昇にかかわらず前
記バルーンの収縮を維持するのに十分な負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、
請求項３または４に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項６】
　前記バルーン収縮制御機能が、－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項３から５のいずれか一項に記載のバルーン
内視鏡再処理システム。
【請求項７】
　前記バルーン収縮制御機能が、－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧
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まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項３から６のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項８】
　前記バルーン収縮制御機能が、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧まで前記バルーンを収
縮させる働きをする、請求項３から７のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理シス
テム。
【請求項９】
　前記バルーン収縮制御機能が、再処理中に経時的に変化する負圧閾値よりも低い負圧ま
で前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項３から８のいずれか一項に記載のバルー
ン内視鏡再処理システム。
【請求項１０】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に前記バルーン内視鏡の温度の関数として
変化する負圧閾値よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項３か
ら９のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項１１】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理の前または前記再処理中の特定の時点におい
て測定された前記バルーン内部の負圧の関数として変化する負圧閾値よりも低い負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項３から１０のいずれか一項に記載のバルー
ン内視鏡再処理システム。
【請求項１２】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力である
、
請求項３から１１のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項１３】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力であり
、
　Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である、
請求項３から１２のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項１４】
　Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、ＴｔおよびＴ０は、ケルビン度で測定され
、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単位で測定され
る、請求項１３に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項１５】
　Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）であり、式中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である、
請求項１３または１４に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項１６】
　Ｋが、毎秒０．０１～０．２０の範囲内である、請求項１５に記載のバルーン内視鏡再
処理システム。
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【請求項１７】
　Ｋが、毎秒０．０２～０．１０の範囲内である、請求項１５に記載のバルーン内視鏡再
処理システム。
【請求項１８】
　バルーン内視鏡の前方部分にバルーンを有するバルーン内視鏡を再処理するようになっ
ているバルーン内視鏡再処理システムであり、前記バルーンは前記バルーン内視鏡の外側
シース上に封止可能に取り付けられ、前記バルーンの内部容積は前記バルーン内視鏡の外
側シース内に形成された少なくとも１つの開口部を介して前記バルーン内視鏡の内側容積
と流体連通している、前記バルーン内視鏡再処理システムであって、該バルーン内視鏡再
処理システムは、
　前記バルーン内視鏡を受け入れて洗浄および殺菌のうちの少なくとも一方を行うための
自動バルーン内視鏡再処理機能と、
　前記バルーン内視鏡の前記内側容積に真空を印加することにより、前記自動バルーン内
視鏡再処理機能の動作のうちの少なくとも一部の間前記バルーンの内部容積を負圧状態に
維持する働きをし、弁を介して前記バルーンの内部容積と連通するバルーン収縮制御機能
であって、前記バルーンを前記少なくとも１つの開口部と密閉係合した状態に保持し、そ
れにより再処理中に前記内側容積に入る可能性があるいかなる再処理流体も、外部から前
記バルーン内視鏡の前記内部容積には入らないことを確実にする、バルーン収縮制御機能
と
を含む、バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項１９】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記自動バルーン内視鏡再処理機能の前記動作の全てに
おいて前記バルーンの前記内部を負圧状態に維持する働きをする、請求項１８に記載のバ
ルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２０】
　前記バルーンの前記内部と前記バルーン内視鏡の内部容積との間に流体連通が存在し、
　前記バルーン内視鏡の前記内部容積が、前記バルーン内視鏡再処理機能により前記再処
理のうちの少なくとも一部の間負圧状態に維持される、
請求項１８または１９に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２１】
　前記弁が、前記バルーン内視鏡の前記内部容積と流体連通する常時閉の漏れ検査ポート
を含み、
　前記バルーン収縮制御機能が、前記漏れ検査ポートを通じて前記バルーン内視鏡の前記
内部容積を収縮させることにより、前記再処理のうちの少なくとも一部の間前記バルーン
内視鏡の前記内部容積を前記負圧状態に維持する、
請求項２０に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２２】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に引き起こされる温度上昇にかかわらず前
記バルーンの収縮を維持するのに十分な負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、
請求項２０または２１に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２３】
　前記バルーン収縮制御機能が、－５ｍｂａｒから－３００ｍｂａｒの範囲内の負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２０から２２のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項２４】
　前記バルーン収縮制御機能が、－１００ｍｂａｒから－２５０ｍｂａｒの範囲内の負圧
まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２０から２３のいずれか一項に記載の
バルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２５】
　前記バルーン収縮制御機能が、－１５０ｍｂａｒよりも低い負圧まで前記バルーンを収
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縮させる働きをする、請求項２０から２４のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理
システム。
【請求項２６】
　前記バルーン収縮制御機能が、再処理中に経時的に変化する負圧閾値よりも低い負圧ま
で前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２０から２４のいずれか一項に記載のバ
ルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２７】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理中に前記バルーン内視鏡の温度の関数として
変化する負圧閾値よりも低い負圧まで前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２０
から２６のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項２８】
　前記バルーン収縮制御機能が、前記再処理の前または前記再処理中の特定の時点におい
て測定された前記バルーン内部の負圧の関数として変化する負圧閾値よりも低い負圧まで
前記バルーンを収縮させる働きをする、請求項２０から２７のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項２９】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力である
、
請求項２０から２８のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３０】
　前記バルーン収縮制御機能が、負圧閾値ＰＴ（ｔ）よりも低い負圧まで前記バルーンを
収縮させる働きをし、ここで、
　ＰＴ（ｔ）＝Ｆ１（Ｔｔ，Ｔ０，Ｐ０）＋Ｆ２（ｔ－ｔ０）
であって、式中、
　Ｔｔは、時点ｔにおける前記内視鏡の温度であり、
　Ｔ０は、初期時点ｔ０における前記内視鏡の温度であり、
　Ｐ０は、前記初期時点ｔ０における前記内視鏡の前記バルーンの前記内部の圧力であり
、
　Ｆ２は、時点ｔ０からｔまでの経過時間の関数である、
請求項２０から２９のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３１】
　Ｆ１＝（Ｔｔ／Ｔ０）・Ｐ０であり、式中、ＴｔおよびＴ０は、ケルビン度で測定され
、Ｐ０は、ＰＴ（ｔ）に対して使用されるゼロ圧力よりも高い絶対圧力の単位で測定され
る、請求項３０に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３２】
　Ｆ２＝Ｋ・（ｔ－ｔ０）であり、式中、Ｋは、経時的な圧力の変化を表す定数である、
請求項３０または３１に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３３】
　Ｋが、毎秒０．０１～０．２０ｍｂａｒの範囲内である、請求項３２に記載のバルーン
内視鏡再処理システム。
【請求項３４】
　Ｋが、毎秒０．０２～０．１０ｍｂａｒの範囲内である、請求項３２に記載のバルーン
内視鏡再処理システム。
【請求項３５】
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　再処理中に負圧下での前記バルーン内視鏡における漏れを検出する働きをする負圧漏れ
検査機能をも含む、請求項１から３４のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理シス
テム。
【請求項３６】
　前記負圧漏れ検査機能が、負圧下での前記内視鏡における漏れを検知するために内視鏡
の漏れ検査ポートに連結されるように構成され、かつ、前記負圧漏れ検査機能の動作に応
答して前記内視鏡における漏れの有無を表示する働きをするインジケータを含む、請求項
３５に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３７】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記再処理中の複数の時点において漏れを検知する働きをす
る、請求項３５または３６に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項３８】
　前記複数の時点が、周期的に現れる、請求項３７に記載のバルーン内視鏡再処理システ
ム。
【請求項３９】
　前記複数の時点が、相次いで即時に現れる、請求項３７に記載のバルーン内視鏡再処理
システム。
【請求項４０】
　非バルーン内視鏡再処理機能をも含む、請求項１から３９のいずれか一項に記載のバル
ーン内視鏡再処理システム。
【請求項４１】
　バルーン内視鏡の再処理に適した機能または非バルーン内視鏡の再処理に適した機能を
オペレータが選択することを可能にするオペレータ選択インタフェースをも含む、請求項
４０に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
【請求項４２】
　前記負圧漏れ検査機能が、前記内視鏡の前記内部容積が漏れ検査が行われていないとき
の再処理中の前記内視鏡の前記内部容積の負圧とは異なる負圧であるときに漏れ検査を実
行する働きをする、請求項３８から４１のいずれか一項に記載のバルーン内視鏡再処理シ
ステム。
【請求項４３】
　前記漏れ検査中の前記内視鏡の前記内部容積の前記負圧が、漏れ検査が行われていない
ときの再処理中の前記内視鏡の前記内部容積の前記負圧よりも強い真空である、請求項４
２に記載のバルーン内視鏡再処理システム。
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